
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ン
繊
維
工
業
の
展
開
と

「
営
業
の
白
由
」
の
前
提
条
件
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
本

口禾

良

　
　
　
　
　
　
　
ま
　
え
　
お
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
八
世
紀
に
お
げ
る
農
民
層
分
解
の
地
域
的
類
型

　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
農
業
革
命
の
進
展
と
『
民
富
』
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
農
民
層
分
解
の
状
態

　
　
　
　
　
　
　
二
　
小
商
品
生
産
者
層
の
成
立
と
『
営
業
の
自
由
』

　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
杜
会
的
分
業
の
展
開
と
小
商
品
生
産
者
層
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
小
商
品
生
産
者
層
と
『
営
業
の
自
由
』
　
　
　
以
上
本
号

　
　
　
　
　
　
　
三
　
ヴ
ッ
バ
ー
・
タ
ー
ル
と
二
－
ダ
ー
ニ
フ
ィ
ソ
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
形
成
と
『
営
業
の
自
由
』

　
　
　
　
　
　
　
四
　
お
た
ら
し
い
間
屋
制
の
形
成
と
『
営
業
の
白
由
』

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
す
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
え
　
お
　
き

　
ド
ィ
ッ
産
業
革
命
の
研
究
を
お
し
す
す
め
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ラ
ィ
ソ
・
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
け
る
産
業
資
本
成
立
過
程
の

分
析
に
焦
点
を
定
め
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
士
業
の
展
開
と
『
営
業
の
白
由
』
の
前
提
条
件
ｅ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
二
二
　
（
七
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
（
七
五
二
）

　
周
征
の
よ
う
に
、
ド
ィ
ッ
資
本
主
義
の
構
造
的
特
質
は
、
東
エ
ル
ベ
に
お
け
る
ユ
ソ
ヵ
１
経
営
の
支
配
と
、
西
エ
ル
ベ
に
お
け
る

零
細
土
地
所
有
農
民
の
局
面
と
の
二
元
的
な
土
地
制
度
を
基
底
と
し
た
、
相
剋
す
る
二
つ
の
杜
会
構
造
を
、
一
つ
の
再
生
産
圏
へ
包

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

摂
し
て
ゆ
く
過
程
に
形
成
さ
れ
訓
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
相
剋
す
る
二
つ
の
杜
会
構
造
は
、
と
も
に
等
し
く
あ
の
ナ
ポ
レ
ォ
ソ
制
圧
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

に
余
儀
な
く
さ
れ
た
『
上
か
ら
』
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
改
革
の
二
様
の
成
果
な
の
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
改
革
は
、
『
農
民

解
放
』
に
よ
る
封
建
的
土
地
所
有
の
廃
棄
〔
Ｈ
自
由
な
独
立
農
民
の
創
出
〕
と
、
『
営
業
の
自
由
』
に
よ
る
ツ
ソ
フ
ト
制
度
の
除
去
〔
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏

白
由
な
商
品
・
貨
幣
関
係
の
発
展
〕
を
二
つ
の
礎
柱
と
し
口
、
近
代
資
本
主
義
の
起
点
の
創
出
を
企
図
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

そ
こ
で
、
ラ
ィ
ソ
．
プ
回
イ
セ
ソ
に
お
け
る
産
業
資
本
成
立
過
程
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
ば
あ
い
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
、
改
革
以

、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
　
　
　
…
　
、
　
・
　
、
　
、
　
　
　
　
…
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
“
、
　
、
　
、
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

前
の
時
代
に
お
け
る
こ
こ
で
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
発
展
の
成
熟
の
度
合
が
ど
う
し
た
も
の
で
あ
り
　
か
の
改
革
が
ラ
ィ
ソ
地
方
に
お
い

む
ピ
か
ギ
プ
か
昏
羨
む
ポ
少
む
い
わ
眺
か
、
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
当
面
の
考
察
の
対
象
は

こ
の
点
に
あ
■
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
「
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
さ
し
あ
た
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
繊
維
工
業
展
開
の
分
析
を
通
じ
て
、
丑
、
の
杜
会
的
分
業
の
展
開
度

・
　
、
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
　
　
　
…
　
、
　
・
　
　
　
　
　
　
　
…
　
∴
　
・
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

と
市
場
構
遣
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
、
　
『
営
業
の
自
由
」
の
前
提
条
件
が
ど
の
程
度
ま
で
成
熟
し
て
い
た
か
を
検
出
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

問
趣
を
限
定
し
た
い
と
思
う
。
一
八
世
紀
の
ラ
イ
ソ
地
方
に
お
い
て
は
、
繊
維
工
業
が
広
汎
に
分
布
し
て
、
工
業
請
部
門
の
な
か
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

も
っ
と
も
優
越
し
た
地
位
を
占
伽
、
一
九
世
紀
に
入
る
や
、
ン
、
の
綿
織
物
業
が
ド
ィ
ッ
産
業
の
主
軸
と
な
り
、
こ
こ
で
ま
ず
産
業
革

命
が
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
歴
史
的
意
義
を
担
う
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

　
い
　
山
旧
盛
太
郎
「
ｎ
本
資
本
主
義
分
析
」
序
言
、
頁
二
。
松
旧
知
、
雄
「
近
代
の
史
的
構
遣
論
」
頁
二
九
九
、
三
二
Ｕ
～
三
二
一
。
大
鉗
火
二
「
ル

　
　
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態
」
経
済
諭
叢
第
八
二
巻
第
一
、
一
号
、
頁
一
五
、
　
一
七
。
住
待
一
彦
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
．
リ
ス
ト
の
一
、
土
地
例
皮
エ



●

）２（）３（）４（）５（）６（ 許
」
立
教
経
済
研
究
第
十
一
巻
第
二
号
、
頁
九
六
。

　
松
田
智
雄
「
営
業
の
自
由
」
（
『
資
本
主
義
の
成
立
と
発
展
』
土
屋
喬
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
）
頁
二
五
二
。

　
松
田
智
雄
、
前
掲
論
文
、
頁
二
七
〇
～
二
七
二
。

　
近
代
資
本
主
義
の
「
起
点
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
大
塚
久
雄
一
、
近
代
化
の
歴
史
的
起
点
」
序
、
頁
一
～
四
、
同
一
、
近
代
資
本
主
義
の
起
点
」

序
、
頁
一
～
四
参
照
。

オ
・
…
・
こ
．
○
．
厚
昌
員
掌
・
岸
身
．
声
・
・
巨
二
冒
雲
重
・
・
；
邑
ヨ
昌
・
邑
・
○
凄
毫
プ
デ
Ｈ
竃
二
」
◎
・

監
肇
ま
・
葦
…
夏
プ
彗
。
・
一
峯
註
隻
穿
。
・
馨
｝
事
庁
・
．
く
；
団
魯
箏
二
・
；
曇
雲
。
・
・
ぎ
目
ま
、
考
、
岸
昌
・
・
９
。
。
、
目
昌
巾
。
・
・
一
目
二
。
。
。

雲
き
註
隻
嚢
（
Ｈ
。
・
崖
～
Ｈ
。
・
仁
Ｏ
）
．
貝
宗
嚢
邑
言
屋
Ｐ
彗
琴
琴
○
馨
巨
・
ま
旨
｛
雪
琴
耳
冒
巨
、
彗
窒
。
巨
Ｈ
婁
・
・
。
・

違
二
－
婁
団
胃
事
婁
竃
も
。
・
ぎ
窒
品
宥
・
菱
ま
・
｝
昌
巨
豪
匡
二
旨
Ｈ
・
。
二
苧
プ
；
琴
；
邑
ま
向
募
季
自
…
ま
霊

巨
邑
・
彗
§
９
９
琴
。
・
・
き
婁
．
嚢
・
巨
。
・
・
ぎ
寿
・
至
葦
。
・
麦
ま
二
葦
。
・
竃
。
・
宕
（
雰
一
ミ
）
・
Ｈ
婁
・
・
。
・
Ｈ
彗

　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
地
域
的
類
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
『
ナ
ポ
レ
ォ
ソ
改
岱
の
ラ
ィ
ソ
経
済
に
及
ぽ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
従
来
の
ラ
ィ
ソ
史
の
研
究
成
果
は
、
鋭
く
対
立
す
る
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
一
八
世
紀
を
ラ
ィ
ソ
経
済
に
と
り
極
度
の
疲
弊
と
衰
退
の
時
期
と
特
徴
づ
け
、
『
ナ
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

レ
ォ
ソ
改
革
』
の
経
済
発
展
に
及
ぼ
し
た
役
割
を
非
常
に
高
く
評
価
す
る
Ｗ
・
プ
ラ
ツ
ッ
ホ
ー
フ
と
Ｊ
・
ハ
ソ
セ
ソ
の
見
解
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
ま
一
つ
は
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
経
済
発
展
牟
Ｈ
く
評
価
し
、
『
ナ
ポ
レ
ォ
ソ
改
革
』
に
は
大
き
な
意
義
を
認
め
な
い
Ｂ
．
ク
ス

５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

ケ
と
Ａ
・
ヴ
ィ
ル
ミ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
の
見
解
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
ヒ
ス
・
シ
ュ
タ
ツ
ト

　
Ｍ
・
バ
ル
ク
ハ
ゥ
ゼ
ソ
が
指
摘
す
る
よ
う
ｎ
、
前
考
は
巾
世
ラ
ィ
ソ
地
方
に
そ
○
威
容
を
誇
っ
た
帝
国
直
属
都
市
ヶ
ル
ソ
と
ア
ー

ヘ
ソ
の
衰
退
と
い
う
現
実
に
そ
の
主
張
の
根
拠
を
お
い
た
の
に
た
い
し
、
後
者
は
大
き
な
軍
道
か
ら
離
れ
た
農
村
で
売
展
し
た
工
業

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
繊
絡
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
ｅ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
一
五
　
（
七
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ハ
　
（
七
五
四
）

に
そ
の
主
張
の
根
拠
を
求
め
た
の
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
見
解
は
、
と
も
に
一
八
世
紀
ラ
イ
ソ
経
済
の
現
実
に
立
脚
し
て

お
り
、
し
か
も
そ
の
異
っ
た
側
面
に
着
□
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
（
後
者
の
見
解
に
焦
点
を
合
わ
せ
っ
っ
）
一
八

世
紀
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
状
態
か
ら
考
察
を
す
す
め
よ
う
と
思
う
。

　
○
〇
　
一
八
〇
三
年
四
月
二
一
日
の
法
律
は
、
改
革
の
理
念
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
賢
明
な
る
政
府
は
国
民
的
産
業
の
お
ら
ゆ
る
部
門
に
た
い
し
て
注
意
と
配
慮
を
む
け
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
＠
土
地
牛
産
物
を
生
み
だ
し
、

　
　
そ
れ
を
多
様
化
す
る
農
業
労
働
が
確
実
に
儲
か
る
よ
う
法
律
で
保
護
す
る
こ
と
。
＠
船
で
す
べ
て
の
地
域
の
豊
か
な
生
産
物
を
地
元
市
場
に
運
ぶ

　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
商
人
の
活
動
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
保
護
さ
れ
る
こ
と
。
　
と
り
わ
け
、
国
富
と
一
般
的
福
祉
の
豊
か
な
源
泉
は
国
民
的
工
業
で
あ
る
」
ゆ
え
に
、

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
●
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
「
商
工
業
に
た
い
す
る
白
由
が
疑
い
も
な
く
第
一
の
必
要
事
で
あ
る
」
　
（
傍
点
－
引
川
者
）
と
（
星
ｏ
罫
＆
Ｎ
¢
壱
。
。
一
巨
¢
■
目
蒜
け
｝
；
０
ｑ
ら
實

　
　
籟
竃
亭
－
・
。
罫
昌
昌
Ｏ
；
昌
Ｐ
２
¢
５
」
易
三
〇
Ｐ
ヨ
オ
一
＆
實
｝
９
目
幸
等
篶
邑
｛
冨
自
Ｎ
箒
７
争
彗
籟
雪
易
Ｏ
巨
汗
■
三
団
Ｏ
葦
品
Ｎ
…
タ
テ
富
－

　
　
・
巨
茅
勺
○
景
只
ズ
岩
〇
一
８
一
一
。
。
Ｈ
．
宕
○
べ
．
○
。
．
Ｎ
○
．
○
。
．
竃
）
。

　
　
　
「
営
業
の
白
山
」
の
実
施
過
程
は
、
ラ
イ
ソ
左
片
と
右
津
で
年
代
を
共
に
し
て
い
る
。
左
岸
で
は
、
一
七
九
四
年
以
後
７
ラ
ソ
ス
軍
の
侵
入
に

　
　
っ
れ
て
占
領
地
で
っ
ぎ
っ
ぎ
と
実
施
さ
れ
た
が
、
　
九
八
年
に
九
七
の
小
領
邦
が
フ
ラ
ソ
ス
に
併
合
さ
れ
、
　
回
エ
ル
県
（
県
庁
所
在
地
ア
ー
ヘ

　
　
ソ
）
、
ラ
ィ
ソ
・
モ
ー
ゼ
ル
県
（
コ
ブ
レ
ー
ソ
ツ
）
、
ザ
ー
ル
県
（
ト
リ
ェ
ル
）
、
ド
ソ
ネ
ル
ス
ベ
ル
ク
県
（
マ
ィ
ソ
ツ
）
の
四
県
に
整
理
さ
れ
て
の

　
　
ち
、
一
八
〇
三
年
四
月
一
二
日
の
企
左
岸
に
た
い
す
る
法
律
で
統
一
的
な
規
定
を
う
け
た
（
－
匡
Ｐ
Ｏ
Ｏ
．
８
．
○
Ｏ
．
○
。
○
。
．
）
。
右
岸
で
は
、
一
八
〇
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
に
ベ
ル
ク
大
公
因
に
統
一
さ
れ
て
の
ち
、
一
八
〇
九
年
三
月
三
一
日
の
命
令
で
統
一
的
に
実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
ブ
ロ
ィ
セ
ソ
で
は
、
　
「
シ
ュ
タ

　
　
ィ
ソ
．
ハ
ル
デ
ソ
ベ
ル
ク
改
革
」
の
一
環
と
し
て
、
ま
ず
、
一
八
〇
六
年
と
一
八
○
八
年
に
プ
ロ
ィ
セ
ソ
と
リ
タ
ゥ
ェ
ソ
に
導
入
さ
れ
、
っ
い
で

　
　
一
八
一
〇
年
一
一
月
二
日
の
勅
令
で
令
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
た
い
し
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
Ｏ
易
９
＜
Ｏ
Ｏ
争
冒
Ｏ
忌
■
Ｎ
員
○
鶉
Ｏ
ヨ
Ｏ
罵
¢
Ｐ
實

　
　
３
豪
・
プ
昌
ら
・
夏
婁
・
｝
・
ヲ
Ｈ
Ｏ
・
盲
耳
ぎ
邑
ま
・
・
。
９
汁
隼
ま
ま
昌
さ
目
き
・
員
・
一
Ｑ
ぎ
昌
昌
ぎ
ぎ
豪
汁
婁
自
・
ぎ
品
竃
．
Ｈ
・
。
べ
Ｏ
．
・
。
．
岬
Ｏ
．
）
。

　
の
　
ラ
イ
ソ
史
を
市
代
か
ら
現
代
ま
で
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の
各
側
面
に
わ
た
っ
て
叙
述
し
た
代
表
的
な
業
綾
と
し
て
、
一
九
二
二
年
に
Ｊ
・
ハ

　
　
ソ
セ
ソ
に
よ
り
繍
纂
さ
れ
た
○
鶉
ｏ
巨
ｏ
睾
¢
ら
鶉
見
亭
巨
訂
箏
ら
鶉
＜
昌
宇
二
鼻
窃
汁
竃
Ｎ
〇
一
汁
９
・
・
Ｎ
；
○
品
雪
幸
彗
汁
．
団
Ｐ
Ｎ
．
、
な
ら
び
に
二
五

　
　
年
に
Ａ
．
シ
ュ
ル
テ
に
よ
り
繍
纂
さ
れ
た
↓
ｐ
易
竃
ら
盲
～
ｏ
ｑ
２
誌
ｏ
ま
Ｈ
Ｏ
鶉
ｏ
巨
ｏ
軍
ｏ
；
ら
ら
旨
誌
９
ｏ
『
宍
巨
け
；
２
昌
Ｈ
宇
９
Ｐ
の
二
書
を

　
　
あ
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
そ
の
執
筆
者
と
し
て
、
農
業
史
で
は
Ｈ
・
オ
ー
パ
ソ
、
Ｆ
・
ツ
ユ
タ
ィ
ソ
バ
ッ
ハ
、
商
工
業
史
に
お
い
て
Ｂ
・
ク
ス
ヶ
、



３４５６７

Ａ
・
ヴ
ィ
ル
ミ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
、
政
治
史
に
Ｊ
・
ハ
ソ
セ
ソ
、
ｗ
・
ブ
ラ
ッ
ツ
ホ
ー
フ
等
が
名
を
っ
ら
ね
で
お
り
、
二
五
年
の
著
作
の
序
文
で
Ａ
・

シ
ュ
ル
テ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
二
書
は
「
各
章
を
最
良
の
専
門
家
に
よ
り
執
筆
し
た
」
も
の
で
、
ラ
イ
ソ
史
の
「
将
来
の
す
べ
て
の
研

究
の
基
礎
」
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

オ
葦
實
昌
隼
ま
・
戸
勺
・
睾
一
。
。
・
ま
○
易
ま
・
軍
・
．
く
・
冒
巨
片
彗
晶
昌
昌
募
・
胃
厚
竃
・
置
。
。
争
昌
岸
婁
Ｏ
曇
昌
（
Ｈ
畠
◎
－
一
轟
り
）
．
一
貝

○
¢
Ｃ
Ｏ
Ｏ
プ
｛
Ｏ
プ
汁
Ｏ
｛
Ｏ
Ｏ
ｏ
　
宍
プ
０
－
旨
一
Ｐ
目
ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．
団
ら
．
Ｈ
一
〇
〇
．
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．

　
冨
・
号
｝
・
易
暮
勺
○
睾
７
・
ぎ
Ｏ
ま
ま
・
巨
Ｏ
．
く
Ｏ
箏
ま
・
寄
竃
・
宣
。
。
昌
彗
寄
く
◎
一
ま
昌
要
・
冒
○
品
彗
毒
・
汁
・
貝
Ｏ
鶉
・
巨
・
黒
・
ら
９

Ｈ
ぺ
｝
Ｏ
－
目
－
Ｐ
箏
ら
＠
Ｏ
Ｏ
．
　
Ｈ
Ｗ
ら
．
Ｈ
．
Ｏ
Ｏ
．
Ｎ
ト
｛
．

　
卑
…
Ｃ
穴
畠
ぎ
一
〇
婁
彗
貝
｝
曽
ま
９
昌
ら
く
算
｝
『
．
亘
Ｏ
霧
Ｏ
巨
亭
汁
Ｏ
ｑ
霧
岸
ぎ
巨
彗
宗
。
・
．
団
Ｐ
Ｈ
Ｈ
．
○
Ｏ
．
Ｈ
・
。
り
～
宕
］
．
Ｏ
。
．
違
９

　
＞
．
オ
庁
邑
品
罫
豪
一
考
一
ま
・
臣
茅
。
・
８
・
巨
Ｏ
軍
¢
．
一
）
鶉
■
ま
。
・
争
彗
ｑ
竃
Ｈ
睾
ま
◎
ユ
Ｐ
旨
Ｏ
婁
Ｏ
臣
津
彗
旨
ｑ
ａ
¢
Ｎ
¢
岸
亭
二
轟
冒
０
。
・
ぎ
ぼ
彗

曽
¢
Ｈ
Ｈ
０
ｎ
ｏ
プ
ｐ
－
岸
（
一
Ｕ
－
ｏ
０
Ｈ
ｏ
ｏ
］
』
）
一
－
目
一
Ｈ
ｐ
自
ｏ
ｏ
¢
目
ｐ
－
９
｝
Ｈ
９
０
０
一
以
仁
ｏ
～
仁
¢
ｏ
◎
．

　
レ
Ｈ
．
吋
胃
汀
巨
易
竃
一
ヂ
ｐ
○
．
ｏ
ｏ
．
お
ｏ
。
．
Ｍ
・
バ
ル
ク
ハ
ウ
ゼ
ソ
は
、
一
八
世
紀
の
ラ
イ
ソ
エ
業
が
ツ
ソ
フ
ト
か
ら
自
由
な
農
村
、
山
地
で
発

脹
し
た
た
め
、
同
時
代
人
か
ら
も
認
識
さ
れ
ず
、
そ
の
う
え
小
領
邦
政
府
が
工
業
を
促
進
す
る
な
ん
ら
の
政
策
も
と
ら
な
か
っ
た
ゆ
え
に
、
そ
れ

空
、
不
す
記
録
も
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
領
邦
政
府
が
工
業
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
作
成
し
た
文
書
に
依
拠
し
て
書
か
れ
た
従
来
の
経
済
史

は
一
、
こ
の
点
を
十
分
に
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
会
祉
史
と
家
族
史
を
利
用
す
る
ほ
か

な
い
が
、
　
こ
れ
も
十
分
に
は
存
在
し
て
い
な
い
と
資
料
の
貧
困
を
訴
え
て
い
る
。
（
声
吋
彗
片
罫
易
彗
一
〇
〇
訂
牡
－
－
Ｏ
ぎ
オ
ー
Ｈ
蒜
Ｏ
ぎ
津
。
・
一
彗
斤
昌
－
０
ｑ

…
｛
守
＆
鶉
ｄ
鼻
彗
亮
７
冒
『
言
昌
一
８
考
９
己
２
ホ
９
彗
；
ｑ
一
旨
昌
巳
－
旨
¢
。
。
巨
巳
＆
弩
－
叫
邑
庁
９
彗
射
彗
８
げ
９
｛
竃
向
目
汁
。
・
汁
｝
昌
０
ｑ

ま
・
毒
旨
・
婁
・
プ
彗
冒
ま
。
・
三
二
昌
鼻
盲
げ
｝
昌
｛
茸
．
≦
罫
島
註
嚢
～
一
津
葦
Ｏ
．
Ｏ
・
邑
－
昌
｛
ま
ま
・
訂
津
。
・
。
・
易
・
巨
争
“
・
．
望
．
杜
ｍ
．

－
目
目
｛
］
Ｉ
ｏ
ｍ
ｏ
〇
一
｝
ｏ
津
ド
ｏ
〇
一
］
１
ｏ
ｏ
ｏ
～
］
．
ｏ
ｏ
．
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
農
業
革
命
の
進
展
と
『
民
富
』
の
形
成

一
八
此
紀
ラ
ィ
ソ
地
方
に
お
け
る
農
民
屑
分
解
の
基
礎
を
な
す
も
の
は
、
農
業
革
命
の
進
展
に
よ
る
『
塒
富
』
の
形
成
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

ラ
ィ
ソ
地
方
で
は
、
二
一
～
二
二
世
紀
を
劃
期
と
し
て
封
雄
的
土
地
所
有
の
解
体
過
楳
が
姶
ま
る
。
い
わ
ゆ
る
『
商
業
の
復
活
」

　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
白
由
」
の
前
提
条
件
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
一
七
　
（
七
五
主
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
七
五
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

に
よ
る
貨
幣
経
済
の
進
展
に
と
も
な
い
、
ケ
ル
ソ
を
筆
頭
に
遠
隔
地
取
引
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
都
市
が
発
生
し
、
グ
ル
ソ
ド
ヘ
ル

は
都
市
で
の
商
品
購
入
の
た
め
、
生
産
性
が
低
く
、
管
理
の
困
難
な
賦
役
農
場
（
穿
◎
亭
◎
｛
）
を
定
期
小
作
（
Ｎ
０
暑
碧
事
）
に
だ
す

　
　
　
　
　
４
）

よ
う
に
な
っ
ね
〔
く
旨
茅
９
｛
◎
易
く
Ｏ
ユ
蕩
。
。
；
０
ｑ
か
ら
篶
ぎ
０
０
昌
箏
争
胃
易
Ｏ
罫
津
◎
ｑ
・
宛
９
試
畠
昌
邑
プ
胃
易
Ｏ
ブ
四
津
へ
の
移
行
〕
。
し

か
も
、
は
じ
め
は
収
穫
物
の
半
分
で
あ
っ
た
小
作
料
は
、
収
入
が
収
穫
の
変
動
に
よ
り
不
安
定
で
あ
っ
た
た
め
、
漸
次
定
額
の
貨
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

形
態
に
転
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

　
他
方
、
こ
の
時
代
は
「
大
開
墾
の
時
術
」
に
当
っ
て
お
り
、
グ
ル
ソ
ド
ヘ
ル
は
、
開
墾
奨
励
の
た
め
、
開
墾
地
に
た
い
し
最
初
の

年
に
貰
租
負
担
免
除
と
世
襲
賃
租
貸
与
（
宰
旨
－
易
Ｈ
ｏ
旨
ｏ
）
を
許
し
た
。
こ
の
た
め
、
も
と
も
と
散
居
制
（
里
冨
ｏ
旨
◎
｛
）
が
支
配
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

で
あ
っ
た
ラ
イ
ソ
地
方
で
削
、
農
民
保
有
地
と
開
墾
地
が
接
続
し
て
一
経
営
に
統
一
さ
れ
、
保
有
権
が
世
襲
化
し
、
貢
租
も
定
額
貨

　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

　
　
　
　
　
　
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

幣
地
代
と
な
っ
わ
。
農
民
は
、
貨
幣
価
値
下
落
に
よ
る
地
代
負
担
の
減
少
、
死
亡
税
（
穴
冒
昌
＆
¢
）
等
の
人
身
に
課
せ
さ
れ
た
貢
租

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

○
僅
少
額
年
賃
租
へ
の
解
湖
、
〔
Ｈ
対
物
的
賦
課
（
寄
竺
竃
一
９
）
へ
の
転
化
〕
、
東
方
棟
民
に
と
も
な
う
大
最
離
村
に
よ
る
土
地
緊
縛

　
　
　
　
カ

か
ら
の
解
施
、
等
に
よ
り
い
ち
じ
る
し
く
白
由
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
グ
ル
ソ
ド
ヘ
ル
の
力
が
衰
え
る

と
と
も
に
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
、
都
市
へ
の
課
税
と
開
墾
十
分
の
一
税
に
収
入
の
基
盤
を
お
く
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
の
力
が
強
ま
り
、
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

領
邦
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。

　
つ
い
で
、
一
四
～
一
六
世
紀
に
は
、
グ
ル
ソ
ド
ヘ
ル
が
小
作
地
を
分
割
ま
た
は
動
艮
し
て
、
ヨ
リ
、
。
…
い
賃
租
で
貸
付
け
よ
う
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

る
に
と
も
な
い
、
農
民
も
ま
た
、
そ
の
保
有
地
を
相
続
に
さ
い
し
て
白
由
に
分
割
・
譲
渡
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
土
地
保
有
移

動
を
通
じ
て
農
民
の
階
膚
分
化
が
進
行
し
、
数
百
モ
ル
ゲ
ソ
の
小
作
人
（
｝
巴
｛
ｇ
◎
ｐ
Ｕ
◎
冒
螢
竃
忌
９
↓
胃
）
の
大
経
営
か
ピ
数
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
り

ル
ゲ
ソ
Ｏ
小
崖
住
農
地
（
穴
９
箒
品
鼻
９
竃
）
に
至
る
ま
で
Ｏ
土
地
保
有
分
化
が
生
じ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
、
　
一
二
～
二
二
世
紀



に
お
け
る
農
業
制
度
の
変
化
を
契
機
と
す
る
グ
ル
ソ
ド
ヘ
ル
ッ
ヤ
フ
ト
解
体
へ
の
方
向
は
、
一
四
～
ニ
ハ
世
紀
に
は
白
由
な
分
割
相

続
と
土
地
保
有
移
動
を
規
制
で
き
な
い
ま
で
に
進
展
し
、
土
地
は
白
由
地
（
と
一
邑
）
へ
と
転
化
し
た
。
し
か
し
、
ニ
ハ
世
紀
中
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

以
降
に
あ
い
つ
ぐ
戦
乱
は
、
人
口
の
減
少
と
農
業
の
停
滞
を
も
た
ら
さ
な
い
で
は
お
か
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
そ
の
後
一
八
世
紀
に
お
い
て
、
平
和
と
と
も
に
到
来
し
た
農
業
の
興
隆
は
、
農
業
革
命
に
よ
る
生
産
力
の
増
大
を
基
礎
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
農
業
革
命
は
、
ベ
ル
ギ
ー
農
法
を
模
範
と
し
て
、
休
閑
地
に
飼
料
作
物
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
開
姶
さ
れ

た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
農
民
経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
二
重
で
あ
る
と
い
え
る
。
箪
一
は
、
飼
料
作
物
が
休
閑
地
を
縮
少
し
、
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

を
柔
軟
に
し
て
、
こ
れ
に
窒
素
を
蓄
わ
え
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
穀
物
生
産
力
の
増
大
で
あ
り
、
第
二
は
、
家
畜
の
舎
飼
を
可
能
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ

血
ハ
町
於
伽
桧
ぴ
昏
泰
む
愉
か
さ
せ
た
こ
と
で
あ
引
。
以
下
こ
の
二
点
に
ヨ
リ
た
ち
入
っ
た
考
察
を
試
み
て
み
よ
う
。

　
Ｈ
　
一
八
世
紀
ラ
ィ
ソ
地
方
で
は
、
農
村
工
業
の
発
展
し
た
ヶ
ル
ソ
、
ア
ー
ヘ
ソ
の
周
辺
、
　
マ
ル
ク
南
部
と
ベ
ル
ク
が
、
　
ユ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥
　
　
　
　
　
　
・
　
・

リ
ッ
ヒ
北
部
、
ク
レ
ー
フ
ェ
、
プ
ル
ク
の
平
坦
部
か
ら
穀
物
を
購
入
し
て
い
た
と
い
う
事
実
か
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
す
で
に
農
業

小
跡
ピ
ー
禁
肚
跡
か
か
仙
が
牛
じ
、
こ
れ
が
同
時
に
当
時
の
ラ
イ
ソ
農
業
の
二
つ
の
地
域
別
類
型
を
形
づ
く
っ
て
い
た
（
附
図
参
照
）
。

そ
こ
で
、
ラ
イ
ソ
地
方
を
農
業
地
帯
で
あ
る
北
部
平
坦
部
（
ラ
イ
ソ
左
岸
の
ク
レ
ー
フ
エ
、
ゲ
ル
デ
ル
ソ
、
ユ
ー
リ
ヅ
ヒ
北
部
と
、

右
岸
に
お
け
る
マ
ル
ク
の
ヘ
ル
ヴ
ェ
ー
ク
地
方
）
と
、
農
村
工
業
の
雅
展
し
た
南
部
の
山
地
（
左
岸
の
ユ
ー
リ
ツ
ヒ
南
部
、
右
岸
に

お
け
る
マ
ル
ク
の
ザ
ゥ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
、
ベ
ル
ク
）
に
わ
け
て
、
ま
ず
、
穀
物
生
産
力
の
増
大
か
ら
考
察
し
よ
う
。

　
Ｏ
Ｄ
　
一
八
世
紀
に
入
る
や
、
ベ
ル
ギ
ー
農
法
を
模
範
と
１
し
て
、
ク
レ
ー
フ
エ
で
は
、
ク
ロ
ー
バ
ー
、
あ
ぶ
ら
な
、
に
ら
、
蕪
韮
円
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胸

黍
、
竿
が
休
閑
地
に
植
え
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
マ
ル
ク
で
は
、
ヘ
ル
ヴ
エ
ー
ク
地
方
に
ク
ロ
ー
バ
ー
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の

結
果
、
ク
レ
ー
フ
ェ
で
は
、
一
八
世
紀
初
頭
、
小
麦
の
播
種
量
に
た
い
す
る
収
穫
量
の
割
合
が
、
最
低
三
～
四
借
、
最
高
一
〇
倍
で

　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
ｅ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
一
九
　
（
七
五
叱
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
　
（
七
五
八
）

あ
っ
た
の
が
、
世
紀
末
に
は
、
低
地
で
最
低
一
〇
倍
、
最
高
二
一
倍
、
高
地
の
収
穫
量
の
多
い
と
こ
ろ
で
最
低
八
倍
、
最
高
二
一
借
に

　
　
　
¢
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

上
昇
し
た
。
マ
ル
ク
の
ヘ
ル
ヴ
ェ
ー
ク
地
方
で
は
、
ク
レ
ー
フ
ェ
よ
り
生
産
力
水
準
が
低
く
、
一
七
二
二
年
の
官
庁
統
計
に
よ
る
と
、

ボ
ッ
フ
ー
ム
地
区
（
吋
◎
ｏ
巨
昌
睾
司
¢
巨
昌
弩
斤
）
で
豊
作
の
年
に
五
～
六
借
、
平
年
に
は
三
～
四
倍
で
あ
っ
た
の
が
、
九
〇
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

一
般
的
に
四
～
五
倍
、
多
い
所
で
一
〇
倍
に
達
し
た
。
い
ま
、
こ
れ
を
他
の
大
陸
諸
地
方
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
ド
ィ
ッ
の
も
っ
と

も
肥
沃
な
地
方
と
い
わ
れ
た
マ
ク
デ
ブ
ル
グ
で
も
、
一
八
世
紀
末
に
一
〇
借
、
ま
た
、
ザ
ク
セ
ソ
の
収
穫
量
の
多
い
地
方
で
四
～
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

倍
、
さ
ら
に
、
フ
ラ
ソ
ス
で
は
普
通
四
～
五
倍
、
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
で
六
倍
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
ヨ
ー
口

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ツ
バ
大
陸
で
、
ラ
イ
ソ
地
方
北
部
の
農
業
は
高
い
生
産
力
段
階
に
達
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
生
産
力
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
　
　
、
　
、
　
・
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
　
、
　
・
　
・
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

大
は
、
一
六
世
紀
以
降
上
昇
を
つ
づ
け
た
穀
物
価
格
と
相
ま
っ
て
、
農
民
が
『
胚
芽
的
利
潤
』
を
蓄
稜
す
る
の
に
有
利
な
作
用
を
及

、
　
　
、
　
　
、

ぽ
し
た
。

　
吻
　
南
部
の
山
地
で
は
馬
鈴
薯
が
導
入
さ
れ
た
。
馬
鈴
薯
の
栽
培
は
、
や
せ
地
に
適
し
て
い
た
た
め
、
非
常
な
普
及
を
み
て
い
る
。

馬
鈴
薯
は
、
初
期
は
飼
料
川
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
は
食
糧
用
と
し
て
も
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
農
氏
（
区
９
罵
－
窒
ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

や
農
村
工
業
老
の
食
生
活
も
完
全
に
変
単
さ
れ
、
か
れ
ら
の
牛
活
に
と
り
不
呵
欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
嘗
　
農
業
革
命
の
い
ま
一
つ
の
影
響
は
、
家
畜
の
舎
飼
を
可
能
と
し
、
共
同
放
牧
権
の
農
氏
経
済
で
も
つ
意
義
を
減
少
さ
せ
た

こ
と
で
あ
る
。
　
ｏ
　
北
部
の
平
机
部
、
と
り
わ
け
二
ー
ダ
ー
・
ラ
イ
ソ
で
は
、
も
と
も
と
散
牌
制
で
あ
っ
た
た
め
、
耕
作
強
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
昌
昌
Ｎ
奉
竃
。
ｑ
）
が
欠
如
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
飼
料
作
物
の
導
入
に
よ
り
、
共
同
放
牧
地
、
牧
草
地
の
も
つ
意
義
が
減
少
し
、
村

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

落
共
同
体
規
制
は
ま
す
ま
す
弛
緩
し
た
。
も
と
よ
り
、
二
－
ダ
ー
・
ラ
ィ
ソ
に
お
い
て
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
上
に
よ
る
共
有
地
分
割

の
試
み
が
失
敗
し
た
こ
と
に
ホ
さ
れ
る
よ
う
に
、
畏
業
革
命
は
、
般
民
を
家
斎
胴
育
Ｏ
た
め
Ｏ
共
有
地
依
存
か
ら
完
全
に
解
放
し
は



し
な
か
っ
畑
・
し
か
し
・
飼
料
作
物
の
導
入
に
よ
る
舎
飼
の
可
能
は
、
農
民
の
共
同
体
的
結
合
を
一
段
と
弛
緩
さ
せ
、
家
畜
取
引
の

盛
ん
な
地
方
で
は
、
農
民
が
自
已
の
採
算
に
も
と
づ
い
て
富
を
蓄
積
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

　
四
　
南
部
地
方
・
と
り
わ
け
マ
ル
ク
の
ザ
ウ
ユ
ル
ラ
ソ
ト
と
ベ
ル
ク
で
は
耕
作
強
制
が
欠
除
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
零
細
地
片
を

分
散
保
有
す
る
小
屋
住
農
が
多
か
っ
た
た
め
、
飼
料
作
物
の
導
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
畜
飼
育
に
は
森
林
地
が
不
可
欠
で
あ
り
、

共
同
体
規
制
が
強
か
一
畑
・
し
か
し
奈
ら
・
蘇
碁
客
管
£
ひ
か
忌
、
琢
紮
訟
宗
、
課
陰
窯
阻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切

鮒
伽
し
た
。
一
七
〇
二
年
に
、
バ
ル
メ
ソ
で
は
、
は
や
く
も
共
有
地
分
割
が
行
わ
れ
て
い
る
。
他
方
、
耕
作
強
制
の
存
在
し
て
い
た

地
方
で
は
・
農
業
革
命
は
共
同
体
規
制
に
た
い
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ク
ー
ル
．
ト
リ
ェ
ル
で
は
、
七
六
年
に
二
番
刈
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

え
の
牧
草
地
で
の
放
牧
権
が
廃
止
さ
れ
、
つ
い
で
、
七
八
年
に
刈
跡
地
と
休
閑
地
で
の
放
牧
権
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

　
で
は
・
農
業
革
命
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
『
農
民
経
済
の
向
上
』
は
、
封
建
的
諸
負
担
に
た
い
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
・
い
ち
は
や
く
グ
ル
ソ
ド
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
が
解
体
に
む
か
っ
た
ラ
イ
ソ
地
方
で
は
、
グ
ル
ソ
ド
ヘ
ル
ヘ
の
貢
租
額
は
僅
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倒

と
な
っ
た
と
し
て
も
・
か
わ
っ
て
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
ヘ
の
租
税
負
担
が
い
ち
じ
る
し
く
増
大
し
て
い
た
。
一
六
世
紀
中
葉
以
降
の
戦
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

の
な
か
で
・
　
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
は
、
軍
隊
・
国
家
行
政
・
宮
廷
生
活
維
持
の
た
め
、
多
額
の
収
入
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
・
　
一
七
世
紀
初
頭
に
、
ラ
ィ
ソ
の
小
領
邦
は
土
地
台
帳
（
峯
ｇ
ユ
ぎ
Ｈ
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
ほ
と
ん
ど
地
租
か
ら
ま
か
な

っ
た
の
で
あ
る
側
こ
れ
に
と
差
う
簑
負
担
の
増
大
は
つ
ぎ
の
三
つ
の
原
因
か
ら
ま
す
ま
す
苛
酷
差
つ
て
ゆ
く
。
暴
禦
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉤

済
能
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
杜
会
的
身
分
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
僧
侶
地
、
貴
族
地
、
白
由
地
が
免
税
地
と
さ
れ
た
。
似
都
市
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

課
税
率
が
低
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
工
業
に
た
い
す
る
課
税
は
な
さ
れ
な
い
か
、
非
常
に
低
い
。
ゆ
土
地
台
帳
に
保
有
移
動
が
記
載
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈎

れ
な
か
っ
た
た
め
、
不
正
な
規
準
に
も
と
づ
い
て
農
民
に
負
担
が
か
か
っ
た
。
以
上
三
点
の
よ
う
な
過
凧
負
担
か
ら
、
一
七
世
紀
に
、

　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
ｅ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
二
一
　
（
七
五
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
（
七
六
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錫

ク
レ
ー
フ
ェ
で
は
農
民
は
し
ば
し
ば
逃
亡
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ル
ク
で
は
、
世
紀
末
に
、
ラ
ソ
デ
ス
ヘ

ル
が
、
地
租
収
入
増
大
の
た
め
、
古
い
土
地
台
帳
の
「
天
に
む
か
っ
て
叫
ぶ
不
正
」
を
是
正
し
、
あ
ら
た
な
土
地
測
量
と
地
質
に
応

じ
た
土
地
分
類
に
も
と
づ
く
土
地
台
帳
の
作
成
、
な
ら
び
に
、
地
租
依
存
を
緩
和
す
る
た
め
、
問
接
税
、
人
頭
税
、
家
族
税
を
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

す
る
試
み
を
提
起
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
八
世
紀
の
後
半
と
も
な
れ
ば
、
ク
レ
ー
フ
ェ
農
民
は
、
穀
物
取
引
の
制
限
を
う
け
、
全
剰
余
を
収
奪
さ
れ
た
フ
ラ

ソ
ス
の
メ
テ
ィ
ヤ
ー
ジ
ュ
（
昌
黒
嵩
品
¢
）
に
比
し
て
、
穀
物
輸
出
の
自
由
を
確
保
し
、
租
税
負
担
に
耐
え
た
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
向

　
　
鋤

上
し
た
。
ま
た
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ル
ク
に
お
け
る
税
制
改
革
の
試
み
は
、
シ
ュ
テ
ソ
デ
の
反
対
に
あ
っ
て
難
行
を
つ
づ
け
た
が
、
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈎

紀
の
後
半
に
入
る
や
、
租
税
徴
収
が
十
分
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
必
要
が
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

農
民
が
税
負
担
に
耐
え
う
る
よ
う
に
な
っ
た
点
か
ら
、
農
業
革
命
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
『
農
民
経
済
の
向
上
』
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
以
上
の
よ
う
に
、
北
部
で
は
農
業
革
命
に
よ
る
穀
物
生
産
力
の
増
大
と
舎
飼
の
普
及
に
よ
り
、
南
部
で
は
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

農
村
工
業
の
発
展
と
馬
鈴
薯
導
入
に
よ
る
安
価
な
食
料
の
供
給
に
よ
っ
て
、
農
民
は
封
建
的
諸
負
担
の
橿
桔
か
ら
解
放
さ
れ
て
は
い

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
か
っ
た
に
せ
よ
、
富
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
『
民
富
』
の
形
成
こ
そ
農
民
層
分

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

解
の
必
要
な
経
過
点
を
な
す
と
と
も
に
、
農
村
工
業
に
た
い
し
て
内
部
市
場
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
農
民
層
分
解

の
状
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

い
卑
彗
・
・
。
置
ま
竃
戸
良
・
！
、
墓
邑
彗
昌
。
・
宗
・
点
曇
き
・
匡
汁
目
艮
二
６
昌
畠
募
巨
。
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峯
盲
～
ぎ
邑
茸
．
ぎ
ず
自
。
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・
邑
－
争
鼻

　
　
・
。
１
曇
．
ラ
、
亭
ま
一
ヨ
。
・
芸
一
き
豪
自
目
。
・
彗
彗
ｑ
○
彗
ま
童
牽
・
一
一
旨
。
・
竃
三
宗
・
雲
ま
窄
・
・
一
冨
．
ヨ
箏
黒
葦
品
・
…
○
馨
げ
享
箒

　
宗
『
｝
；
ｏ
；
一
Ｕ
ｏ
守
９
自
箏
ｏ
ｑ
．
岩
睾
．
○
○
．
竃
．

　
に
つ
　
ア
ソ
リ
．
ピ
レ
ソ
ヌ
「
資
本
主
義
携
達
の
諸
段
階
』
大
塚
・
中
木
共
訳
、
頁
二
二
～
二
三
。
同
『
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
史
』
増
田
・
小
松
・



　
高
橋
∴
尚
村
一
松
旧
・
五
鳥
共
忍
、
頁
四
四
～
四
五
。
大
塚
久
雄
「
欧
洲
経
済
史
一
頁
六
五
参
照
、

３
－
麦
竃
昌
ぎ
貫
壱
曇
。
。
一
巨
三
二
馨
巨
一
｝
二
麦
目
姜
撃
炭
＝
、
ン
豪
・
、
レ
汁
、
一
。
げ
、
。
、
一
・
、
・
、
．
。
．
・
。
．
嚢
．

川
声
葦
二
己
葦
邑
・
竃
彗
葦
雪
」
二
窃
・
葦
三
竃
ぎ
、
巳
邑
撃
田
・
、
、
レ
…
、
、
。
。
－
、
・
。
、
、
、
・
。
、
。
。
。
巨
。
げ
汁
。
．

－
。
・
．
豪
．
な
お
・
賦
役
農
場
の
蕊
が
困
難
で
あ
一
た
の
は
、
そ
れ
が
分
散
し
て
い
た
こ
と
に
も
と
ず
く
。
ラ
ィ
ソ
地
方
笑
の
グ
ル
ソ
ド
一
ル

シ
ャ
フ
ト
に
お
い
て
は
・
賦
役
農
場
が
数
百
平
壷
に
わ
た
一
て
散
在
し
、
数
千
の
叢
を
擁
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
一
、
一
、
、
・
。
、
、
、
一
。
巾
。
・
。
。
プ
。

冒
一
葦
。
。
童
書
蚕
討
一
一
一
唇
曇
享
二
享
・
一
裏
婁
琴
婁
葦
己
昌
｝
§
・
・
、
自
昌
ヨ
。
く
。
自
ヨ
＝
一
一
、
一
。
、
。
、
、
一
・
、
。
プ
、
一
汁

麦
Ｈ
＝
８
星
…
二
雪
茸
２
・
。
・
馨
巨
睾
二
く
芝
書
汁
。
・
・
葦
多
・
Ｈ
§
・
・
。
Ｌ
○
・
）
。

５
－
塞
．
。
・
．
。
・
テ
。
・
９
声
ぎ
；
一
－
壱
裏
馨
プ
葦
二
Ｌ
Ｎ
・
・
』
．
・
・
書
げ
身
二
・
○
・
。
。
・
嚢
・
・
。
・
曇
・

岬
一
ル
ク
・
ブ
一
一
二
、
フ
ラ
ソ
ス
農
村
史
の
基
本
的
性
格
一
河
野
．
飯
岬
浦
、
、
領
一
二
一
…
一
。
　
　
、
：
、

７
－
声
姜
二
一
ｑ
裏
馨
書
プ
葦
．
；
．
ラ
イ
ソ
地
方
は
も
と
も
と
散
居
制
と
村
落
定
住
Ｇ
。
、
一
。
。
一
、
・
一
一
。
・
・
一
の
境
界
線
を
な
し
、
一
九
世

－
紀
初
頭
イ
ギ
リ
ス
の
旅
行
者
丁
・
？
バ
ソ
フ
ー
－
ル
ド
が
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
附
近
の
農
業
地
帯
を
越
え
る
と
す
べ
て
が
変
化
す
る
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
・
ほ
ぽ
グ
ラ
ー
ド
バ
一
↑
デ
一
一
セ
ル
ド
ル
フ
上
ル
バ
ー
フ
エ
ル
ト
の
線
を
境
と
し
て
、
北
は
散
嶺
麦
つ
た
一
一
．
。
．

○
言
員
ぎ
冒
暮
二
・
く
身
毒
一
書
§
・
；
・
・
聲
彗
二
・
一
テ
書
・
嚢
一
・
二
一
・
一
。
そ
の
具
体
的
窪
を
、
。
．

ブ
レ
一
ト
ぱ
・
一
五
世
紀
中
葉
の
バ
ル
メ
ソ
に
っ
い
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
「
個
含
家
カ
と
農
圃
は
全
領
域
に
わ
た
つ
て
散
在
し

て
い
た
二
と
圭
中
心
地
は
存
在
し
な
か
一
た
。
な
る
ほ
ど
、
隣
接
農
圃
の
家
余
、
一
種
の
家
の
集
要
形
成
す
る
ほ
ど
近
く
に
並
ん
で

い
た
に
せ
よ
・
い
く
ら
か
で
嘉
集
し
た
場
所
に
っ
い
て
証
一
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
一
と
言
・
≦
。
汁
。
、
｝
、
淳
、
二
。
｝
目
注
。
。
３

身
琴
…
享
妻
昌
。
．
；
；
峯
妻
事
く
。
箏
吋
“
さ
一
、
一
。
一
・
、
・
。
一
さ
。
、
、
三
て
、
驚
制
の
も
と
で
は
、
遠
３

除
冷
村
落
定
住
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
霧
し
て
存
在
せ
ず
、
散
在
す
る
家
喜
中
心
に
一
団
を
形
成
し
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
、
耕
作
強
制

な
伽
し
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
ｑ
．
・
・
書
葦
－
；
・
・
…
畠
一
・
婁
雪
二
、
プ
、
一
』
・
。
。
。
。
目
、
、
。
、
。
。
。
巨
。
プ
汁
。
．
冒
。
・
。
。
。
。
。
巨
．

　
　
き
巨
二
芽
茎
旨
。
・
ぎ
雰
暮
宥
９
・
奪
隼
寡
・
・
實
・
Ｈ
毫
・
・
。
・
奏
）
。

８
－
甲
巨
言
茸
墓
馨
巨
・
葦
・
・
．
§
．
■
・
・
書
琴
プ
ー
二
・
○
・
・
。
・
嚢
～
委
・

９
－
ヂ
雰
ｕ
・
身
９
ｐ
．
○
．
。
・
占
．
｝
．
＞
ま
員
煮
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・
馨
プ
事
汁
…
。
・
豪
・

ゆ
『
。
・
至
葦
身
２
．
Ｐ
○
．
。
・
．
嚢
～
曇
；
、
』
曇
互
・
…
○
・
・
。
・
軍

　
　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
一
営
業
の
自
由
一
の
前
提
条
件
Ｈ
一
川
本
一
　
三
一
一
一
七
六
一
一



　
　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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二
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帥
芦
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・
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．
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．
き
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目
．
ト
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一
）
易
雰
一
争
昌
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雲
¢
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彗
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邑
彗
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均
声
団
畠
争
も
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。
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邑
争
き
げ
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富
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均
申
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烏
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軍
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句
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置
ま
害
｝
も
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○
』
．
ミ
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．

功
句
．
Ｏ
Ｏ
至
き
８
戸
９
；
．
○
．
Ｏ
Ｏ
．
Ｈ
戸

崎
　
ク
ー
ル
．
ト
リ
ュ
ル
の
三
五
農
村
で
は
、
一
五
六
三
年
の
七
八
六
家
族
が
、
ニ
ハ
八
四
年
に
は
六
ニ
ハ
家
族
に
、
し
た
が
っ
て
五
分
の
一
の
減

　
　
少
を
み
た
と
い
う
（
甲
＞
邑
Ｕ
－
Ｐ
声
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ｑ
量
品
霧
Ｏ
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Ｏ
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．
．
　
一
一
一
，
－
．
　
　
、
一
「
…
－
．
　
一
「
　
，
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

蝸
声
籟
畠
・
ブ
ニ
．
苧
○
．
・
。
．
塞
～
筆
句
．
・
。
至
罫
身
巨
・
＜
實
一
巨
實
昌
。
・
彗
膏
・

　
　
者
・
彗
く
彗
墨
一
ま
家
・
ぎ
Ｈ
。
。
．
盲
～
巨
邑
撃
戸
；
ま
・
ま
・
睾
・
冒
穿
彗
易
・
ぎ
津
；
山

　
　
｛
８
１
］
・
〇
一
］
ポ
｝
Ｈ
げ
自
目
ｑ
Ｏ
Ｈ
戸
－
目
七
弓
２
自
Ｏ
Ｏ
Ｏ
目
ｑ
－
Ｐ
｝
『
Ｏ
．
○
Ｏ
．
ト
閉
仁
～
ト
ｍ
岬
．

口
旬
声
巾
畠
・
Ｆ
Ｐ
；
．
○
．
○
Ｏ
．
８
．

¢
ｏ
　
｛
産
力
の
低
さ
は
収
穫
物
の
種
類
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ラ
イ
麦
の
収
穫
が

　
　
第
一
位
を
占
め
、
小
麦
の
生
産
高
が
非
常
に
低
か
っ
た
（
第
一
表
参
照
）
（
Ｈ
ｇ
ｐ
○
○
．
Ｈ
胃
．
）
。

的
Ｈ
ｇ
Ｐ
○
。
．
Ｈ
８
．

幼
　
　
Ｈ
げ
｛
（
－
．
　
Ｕ
○
．
　
Ｏ
Ｏ
～
べ
Ｏ
．

的
一
ク
ワ
ソ
テ
ソ
市
場
に
お
け
る
復
活
祭
ま
え
の
第
三
日
曜
（
Ｕ
ｃ
◎
昌
昌
汁
品
■
津
胃
ｏ
）
の
ラ
イ

　
友
マ
ル
タ
ー
肖
り
の
価
格
は
、
一
五
〇
●
～
二
五
二
五
年
の
平
均
を
荘
準
に
す
れ
ば
、
一

　
　
二
．
人
～
一
七
、
人
、
一
■
・
年
の
平
均
は
一
（
■
倍
に
上
外
し
、
貨
幣
価
仇
の
下
落
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、

高穫収の年
９
７

１
７表第

ルペスイウＯＯ０
１
６麦イ

一
フ

〃
一
〇

一
（
）０３

，
い麦

　
舵
…

〃ＯＯＯ

■
１
０

薯鈴馬

〃Ｏ〇
一
０

７
，

麦大

〃
一
〇〇〇

．
弐麦ト

　
ー

七
世
紀
は
じ
め
の
二
五
年
間
平
均
は
五
∴
五
倍
、

　
　
二
人
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
巾
葉
ま
で
に
二
～

ヒ



　
五
倍
こ
上
昇
し
た
と
い
う
（
冒
己
・
Ｊ
０
．
雷
、
）
。

妙
声
＞
亭
ぎ
＞
０
ｑ
Ｈ
胃
Ｏ
ｑ
塞
９
一
〇
睾
９
０
０
．
お
閉
．
『
Ｏ
Ｏ
箒
巨
罫
Ｏ
戸
Ｐ
Ｐ
・
○
・
Ｏ
Ｏ
・
畠
ｍ
・

鈎
声
ぎ
９
Ｐ
島
墨
轟
鶉
・
巨
・
票
Ｏ
．
○
。
．
冨
０
．

的
　
旨
．
吋
富
Ｏ
戸
Ｐ
Ｐ
．
○
．
○
Ｏ
．
Ｈ
彗
．
Ｏ
Ｄ
．
Ｈ
ミ
．

的
ぎ
膏
轟
窒
一
量
員
。
・
・
Ｎ
碁
馨
巨
ま
寧
・
・
一
・
睾
零
毒
ニ
ヨ
峯
喜
ま
一
ま
。
、
二
§
ン
ド

胸
声
＞
隻
Ｐ
島
曇
。
・
馨
巨
・
事
．
・
・
．
嚢
．
『
・
。
置
ま
Ｓ
プ
一
・
．
・
・
○
・
・
。
・
婁
・

鋤
声
吋
一
嚢
Ｆ
Ｐ
・
．
○
．
○
。
．
べ
ｍ
．

的
雷
…
事
９
・
・
Ｐ
。
・
奮
ま
自
邑
。
・
雪
彗
三
昌
巨
－
黒
・
。
・
ぎ
Ｈ
べ
．
昌
＝
・
毒
ぎ
彗
一
己
・
。
・
喜
、
｝
旨
｛
。
、
二
嚢
ン
嚢
・

帥
声
ぎ
９
Ｐ
一
）
鶉
家
享
昌
ら
ま
弓
彗
ぎ
・
ぎ
』
」
・
。
・

鋤
声
冒
。
・
身
・
．
曽
．
○
．
・
・
．
畠
～
事
・
・
．
・
。
Ｈ
～
・
。
ド
声
９
・
・
Ｐ
・
・
Ｐ
○
・
・
。
・
箪

鋤
　
都
市
へ
の
課
税
は
、
市
民
の
保
有
地
、
家
屋
、
職
業
（
オ
註
；
品
）
に
た
い
し
て
な
さ
れ
た
が
、
保
有
地
か
ら
の
税
収
入
が
圧
倒
的
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
・
当
時
の
都
市
が
ア
均
榊
雛
タ
巾
で
あ
一
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
一
第
二
表
、
第
三
表
を
参
照
）
（
声
９
・
・
…
・
・
…
。
・
…
一
。

　
　
し
た
が
っ
て
・
領
邦
収
入
の
う
ち
、
都
市
か
ら
の
収
入
の
率
は
低
い
。
ニ
ハ
三
二
年
に
ク
レ
ー
フ
エ
で
は
、
二
五
都
市
か
ら
の
収
入
が
七
、
○

　
○
○
タ
ー
ラ
ー
・
修
道
院
か
ら
の
収
入
は
八
、
○
○
Ｏ
タ
ー
ラ
ー
、
農
村
か
ら
の
収
入
が
二
五
、
○
○
○
タ
ー
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
六

　
〇
～
七
〇
タ
ー
ラ
ー
を
支
払
う
大
農
は
、
　
一
、
二
〇
〇
人
の
小
都
市
と
租
税
負
担
額
が
同
じ
で
あ
り
、
も
っ
と
も
窟
裕
た
市
民
の
三
倍
以
上
に
当

　
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
曽
．
団
◎
Ｏ
．
Ｏ
戸
Ｐ
曽
・
○
．
○
Ｏ
・
亭
三
豪
・
）
。

鈎
■
。
・
置
曼
・
戸
Ｐ
・
．
○
．
。
・
．
婁
』
．
９
８
Ｐ
・
．
曽
・
○
・
・
。
・
Ｈ
婁
・
。
・
曇
・

鯛
声
団
易
身
・
』
．
○
．
・
。
．
ぎ
・

鯛
甲
Ｏ
昌
昌
二
』
．
○
．
・
。
」
８
．

的
声
射
畠
・
戸
・
．
・
．
○
．
Ｏ
。
．
・
。
０
～
・
。
べ
．

鯛
　
　
籟
．
Ｏ
Ｈ
・
ｏ
◎
づ
一
曽
一
ｐ
一
〇
一
〇
〇
一
一
〇
◎
り
．

一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
Ｑ
前
提
条
件
ｅ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
二
五

（
七
六
三
）



立
命
館
経
済
学
（
箪
九
巻
・
窮
五
号
）

一
二
六
　
（
七
六
四
）

額入収税の年毎のらか市都諸ク
ル

、
ベ

ヒツリユるけおに紀世８
～

１
７表二第

入収税のらか業工商入収税のらか屋家
●

地土名市都

，
１
ｂＡ９３ｕＲ

８
５３

１
ｂＡ５７ｕ

Ｒ
一

３
０
一５ヒ

ｒｅ１ｄＨ６〃
５
９〃１７４ｒｅ１ｄＨ６〃

４
２〃２５９ソ

〃６〃
２
１〃

９
６

ツ
一

リユ

〃６〃
１
２〃０１２レノ

ヱ

一
イ

レ
一
ア

ユデ

フ
■

－
タスソユ

、
、
、

〃
２
６〃

８
９〃

６
５〃７４６ソへルキスイオ

〃１〃
２
５

〃
５
５〃

３
６

〃
４
０〃４３１

〃
７
０〃

８
１

ムイ

ヒイロ
一

一
ブ
一

〃
１
２〃２１１〃

５
０〃６６５ヒツ

■

ハ
一
ソ
」

　
一
ニ

ク
一
工
一

一
フ
一

ルべ

－
レグ

ソ
一リ

〃
ｕ

〃
３
２〃

１
５〃６５１タスカ

〃６〃
２
８〃

２
４

〃６〃
４
７〃１４２トラデソラ

つ
ゲルモ位単（有保地土ので市都諸クルベ

●

ヒツ
－ユの年

２
２

１
７表三第

算
地

－

一

－９
７

２
１

３

積

５
７

－

’

５

概
見

１

；

１
，
，
－

’
ｉ

ｆ『

地蕪
１
３

一

一５
４

■

－

一

－

－

荒
！
１

１
１
■

…

地業
１
３

４
４

一

－ ４
１

８

’６
９

８
２

工

６

２

商

’Ｉ
Ｉ
，
一

ｉ
－
１

地草

－

－１
０

６
０

２
１

ｉ

－

－４
６

２

１

牧

’
一
…
１

－
■
１
■

１，
　
　
ｉ
↓
■
ｉ
■
　
　
　
１

１
１

『
↓
’
■

地税
１
１

７
９

９
３

４
０

２
１

６
４

９
０

０
７

３

２
９

６
１

８
２

２
２

６

２
４
１

３

７

租

１
１

Ｉ
Ｉ

１
■

ヒ

ソ

レ
ノ

ソ

ム

ヒ

ヒ

－

ト

名

工フ

へ

イ

ツ
一

イ

口

イ

ツ

－

一
レ

レ
ノ

ブ

タ

■

ア
■

、
ノ

ソ

■

ラ
一

リ

’
一
ユ

－

キ

工

二

’

タ

ク

ス

フ

ス

デ

－

ス

レ
ノ

－

ソ

ソ

イ

ソ

ド
者

レ

ユ
』

デ

ユ

オ

べ
一

グ

リ

、
、
、

カ

ラ
１

…



■
　
農
民
層
分
解
の
状
態

　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
地
方
で
は
、
『
民
富
』
の
形
成
を
基
礎
と
し
て
農
民
層
分
解
が
進
行
す
る
が
、
そ
の
進
行
は
地
域
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
の
偏
差
を
示
し
て
い
る
。
い
ま
、
こ
の
偏
差
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
、
ほ
ぽ
四
つ
の
地
域
に
分
類
さ
れ
る
。
０
Ｄ
北
部

左
岸
の
平
坦
部
Ｈ
ク
レ
ー
フ
ェ
、
ゲ
一
ル
デ
ル
ソ
、
ユ
ー
リ
ツ
ヒ
北
部
、
四
北
部
右
岸
の
平
坦
部
Ｈ
マ
ル
ク
の
ヘ
ル
ヴ
エ
ー
ク
地
方
、

倒
南
部
の
山
地
Ｈ
右
岸
に
お
け
る
マ
ル
ク
の
ザ
ゥ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
、
ベ
ル
ク
、
左
岸
の
ユ
ー
リ
ツ
ヒ
南
部
、
ゆ
エ
ツ
セ
ソ
．
ヴ
エ
ル
デ

ソ
等
の
教
会
、
修
道
院
領
。
以
下
順
を
お
っ
て
、
こ
れ
ら
四
地
域
の
農
民
層
分
解
の
状
態
を
農
村
工
業
と
の
関
連
で
考
察
し
た
い
と

思
う
。

　
１
〕
　
北
部
左
岸
の
平
坦
部
　
ク
レ
ー
フ
ェ
で
は
、
　
一
七
八
七
年
に
完
全
農
民
（
く
◎
豪
警
胃
）
一
、
三
三
七
人
、
二
分
の
一
農
民

　
〔（

曽
呂
事
弩
實
）
一
、
七
七
二
人
、
小
屋
住
塁
二
、
九
七
〇
人
、
ア
イ
ソ
リ
ー
ガ
ー
二
、
〇
二
四
人
を
数
え
た
。
こ
こ
で
の
生
計
維
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
　
７

に
必
要
な
面
籏
は
、
低
地
で
四
〇
～
五
〇
オ
ラ
ソ
ダ
・
モ
ル
ゲ
ソ
、
高
地
で
二
〇
～
三
〇
オ
ラ
ソ
ダ
．
モ
ル
ゲ
ソ
と
い
わ
れ
、
農
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

の
規
模
は
、
低
地
で
一
五
～
八
○
オ
ラ
ソ
ダ
・
モ
ル
ゲ
ソ
、
高
地
で
一
五
～
四
〇
オ
ラ
ソ
ダ
．
モ
ル
ゲ
ソ
で
あ
っ
た
。

　
一
九
世
紀
初
頭
に
ツ
ユ
ヴ
ェ
ル
ッ
は
、
一
般
に
七
〇
オ
ラ
ソ
ダ
・
モ
ル
ゲ
ソ
の
農
場
で
一
〇
人
を
雇
傭
し
て
い
た
と
報
じ
て
い
る
。

た
と
え
ば
一
農
場
で
は
、
三
六
オ
ラ
ソ
ダ
・
モ
ル
ゲ
ソ
の
う
ち
、
三
分
の
二
が
牧
草
地
、
三
分
の
一
が
耕
地
か
ら
な
っ
て
お
り
、
雇

農
（
穴
畠
Ｏ
罧
）
三
人
、
労
働
雇
農
（
キ
ぎ
茅
ぎ
８
睾
）
四
人
、
旦
膣
（
弓
品
０
崖
ぎ
胃
）
二
人
、
豚
番
（
Ｃ
０
９
峯
９
｝
葦
）
一
人
、
乳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

搾
り
女
（
穴
亭
昌
ｐ
琶
）
二
人
、
料
理
女
（
穴
ｇ
＝
雪
旨
品
ｑ
）
一
人
、
菜
園
下
女
（
ｏ
胃
↓
ｇ
昌
品
ｏ
）
一
人
が
雇
傭
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
、
ク
レ
ー
フ
ェ
で
は
、
家
畜
の
飼
育
に
有
利
な
土
地
を
保
有
し
た
者
の
な
か
か
ら
、
家
畜
取
引
を
通
じ
て
農
業
ブ
ル
ジ
ヨ

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
一
工
営
業
の
白
由
』
の
前
提
条
件
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
二
七
　
（
七
六
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
　
（
七
六
六
）

ア
ジ
ー
に
上
昇
し
た
者
が
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
規
模
の
経
営
は
稀
で
あ
り
、
大
部
分
は
家
族
労
働
に
も
と
づ
い
て

　
　
　
　
　
　
３
）

い
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
原
因
は
労
働
者
不
足
に
あ
っ
た
。
Ｍ
・
ボ
ッ
シ
ュ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
過
剰
人
口
は
二

つ
の
方
向
に
流
出
の
可
能
性
を
与
え
ら
れ
た
。
南
の
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
地
方
に
お
け
る
絹
工
業
と
北
の
オ
ラ
ソ
ダ
労
働
市
場
、
こ
れ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ジ
ソ
デ
・
オ
ル
ド
ヌ
ソ
ク
　
　
ロ
ー
ソ
・
タ
ツ
ク
ス

あ
る
。
政
府
は
労
働
者
不
足
を
解
決
す
る
た
め
、
貴
族
の
願
い
を
全
面
的
に
受
入
れ
、
僕
碑
条
例
と
賃
銀
税
を
認
め
、
ニ
ハ
○

八
年
に
奉
公
人
（
９
ｏ
畠
亭
ｇ
ｇ
）
と
旦
履
が
農
村
以
外
で
働
く
こ
と
を
禁
止
し
た
。
…
：
・
し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
成
果
は
ほ
と
ん
ど
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
一
九
世
紀
初
頭
に
シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ツ
は
、
ク
レ
ー
フ
ヱ
公
爵
領
で
の
ゲ
ジ
ソ
デ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

状
態
が
非
常
に
恵
ま
れ
、
労
賃
と
食
事
が
非
常
に
よ
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
」
。

　
北
部
左
岸
の
南
方
で
は
、
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
の
絹
織
物
業
の
み
で
な
く
、
二
－
ル
ス
の
流
れ
に
そ
っ
て
、
一
八
世
紀
に
農
業
革
命
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

進
展
と
雁
行
し
つ
つ
亜
麻
栽
培
が
ま
す
ま
す
盛
ん
と
な
り
、
の
ち
に
『
ラ
ィ
ソ
の
マ
ソ
チ
ヱ
ス
タ
ー
』
と
な
っ
た
ラ
ィ
ト
、
グ
ラ
ー

ド
バ
ッ
ハ
を
中
心
に
麻
織
物
業
が
発
展
し
た
。
麻
織
物
業
は
、
は
じ
め
農
民
家
族
の
冬
期
の
副
業
で
あ
っ
た
が
、
農
民
層
分
解
の
進

行
に
と
も
な
い
、
上
向
農
民
に
二
つ
の
類
型
が
現
わ
れ
た
。
第
一
の
類
型
は
も
っ
ぱ
ら
亜
麻
の
栽
培
と
そ
の
販
売
に
専
念
し
て
い
っ

た
上
向
農
塒
で
あ
り
、
第
二
の
類
型
は
、
農
業
か
ら
工
業
に
比
重
を
移
行
さ
せ
、
小
家
畜
と
僅
か
の
菜
園
地
の
み
を
残
し
て
、
織
工

（
事
９
胃
茅
Ｏ
Ｏ
津
）
を
雇
傭
す
る
大
き
な
機
屋
と
な
っ
て
い
っ
た
者
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
た
い
し
、
下
向
農
民
は
僅
か
の
菜
園
地
を
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

す
ま
で
に
保
有
地
を
喪
失
し
、
か
れ
ら
に
雇
傭
さ
れ
る
雇
農
ま
た
は
織
工
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
以
上
の
よ
う
に
、
北
部
左
岸
で
は
農
民
層
分
解
が
進
展
し
、
上
向
農
民
の
な
か
か
ら
、
農
業
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
（
第
一
類
型
）
と
、

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
１
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

い
ま
だ
農
工
未
分
離
で
あ
っ
た
と
は
い
え
工
業
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
を
志
向
す
る
者
（
第
二
類
型
）
と
の
分
化
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７

　
■
　
マ
ル
ク
の
ヘ
ル
ヴ
ェ
■
ク
地
方
　
一
七
九
八
年
、
ヘ
ル
デ
地
区
（
＞
昌
一
串
ひ
ａ
ｏ
）
に
お
い
て
は
、
完
全
農
氏
（
○
彗
Ｎ
団
彗
胃
）
五

　
〔



五
五
人
、
二
分
の
一
農
民
三
三
七
人
、
小
屋
住
農
一
、
〇
一
四
人
、
ノ
イ
・
バ
ウ
ア
ー
（
オ
窒
げ
彗
胃
）
六
八
七
人
、
ホ
イ
ェ
ル
リ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

ゲ
（
｝
窒
睾
－
長
ｏ
）
五
一
四
人
を
数
え
た
。
こ
こ
で
の
正
常
な
規
模
は
八
○
～
二
一
〇
モ
ル
ゲ
ソ
で
あ
り
、
二
頭
禦
（
Ｎ
考
９
呂
冨
椅
）

で
耕
作
さ
れ
、
そ
れ
以
下
の
規
模
の
ば
あ
い
は
副
業
を
必
要
と
し
た
。
正
常
規
模
で
の
労
働
力
構
成
は
、
通
常
、
農
民
と
そ
の
妻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

三
人
の
子
供
、
一
人
の
雇
農
と
一
人
の
下
女
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
は
顕
著
な
大
農
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
、
小
屋
住
農
の
も
つ
意
義
は
低
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
大
農
は
、
他
国
労
働
者
を
雇
傭

し
、
肥
沃
な
う
え
に
よ
く
施
肥
を
ほ
ど
こ
し
、
休
閑
地
を
縮
少
し
て
集
約
度
を
高
め
、
商
工
業
の
繁
栄
し
た
近
隣
地
へ
の
販
売
に
恵

ま
れ
、
非
常
に
裕
福
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
は
じ
め
に
シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ッ
は
、
こ
こ
で
の
大
農
の
一
人
が
、
二
人
の
雇
農
、
一
人
の
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
¢

者
、
三
人
の
下
女
を
雇
い
、
六
頭
の
馬
と
三
つ
の
梨
を
も
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
．

　
小
屋
住
農
は
、
ゾ
ェ
ス
ト
地
区
（
ｏ
Ｏ
ｏ
窪
一
胃
零
ま
ａ
ｏ
）
に
お
い
て
は
、
五
～
二
〇
モ
ル
ゲ
ソ
の
土
地
と
一
～
二
頭
の
馬
、
一
頭

の
牝
牛
ま
た
は
騨
馬
、
な
ら
び
に
屠
殺
用
に
八
～
一
〇
頭
の
牝
牛
と
二
～
三
頭
の
豚
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ホ
イ
ェ
ル
リ
ソ
ゲ
は
、

農
民
か
ら
小
さ
な
家
と
小
菜
園
地
を
賃
貸
り
し
、
小
屋
住
農
と
同
じ
く
、
多
く
の
家
畜
を
所
有
し
て
耕
地
よ
り
も
共
有
地
に
依
存
し
、

運
送
、
商
業
等
に
従
事
し
て
い
る
。
小
農
民
の
長
男
以
外
の
子
供
は
、
大
農
の
も
と
に
僕
牌
奉
公
に
だ
さ
れ
、
成
長
し
て
雇
農
と
下

　
　
　
　
　
　
　
帥

女
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
北
部
左
岸
で
は
、
上
向
農
民
か
ら
す
で
に
賃
労
働
に
立
脚
し
た
農
業
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
と
工
業
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ー
を
志
向
す
る
者
の
二
類
型
が
分
出
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
こ
こ
で
は
、
家
族
労
働
に
立
脚
し
、
質
労
働
を
補
充
す
る
大
農
（
箪

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

一
類
型
）
の
み
が
析
出
さ
れ
、
下
向
し
た
小
農
民
の
生
計
は
共
有
地
に
依
存
し
た
家
畜
飼
育
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
北

部
左
岸
よ
り
も
分
解
度
が
低
く
、
共
有
地
依
存
を
通
じ
て
共
同
体
規
制
も
強
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
ｅ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
二
九
　
（
七
六
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
　
（
七
六
八
）

　
呵
南
部
の
山
地
　
マ
ル
ク
の
ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
、
　
ベ
ル
ク
、
　
ユ
ー
リ
ツ
ヒ
南
部
は
、
　
山
地
の
ケ
え
、
　
い
ず
れ
も
瘡
壌
で
集

　
〔

約
化
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
地
域
で
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
　
一
五
世
紀
中
葉
の
ヴ
ツ
バ
ー
．
タ
ー
ル
の
ば
あ
い
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

准
定
し
て
二
二
〇
モ
ル
ゲ
ソ
を
必
要
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
、
小
地
片
を
分
散
保
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

相
続
に
さ
い
し
て
土
崇
分
割
さ
れ
、
大
部
分
は
小
屋
住
農
に
下
降
も
。
を
吉
、
土
摸
有
移
動
を
通
じ
て
、
僅
か
の
大
雌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

が
分
出
し
た
が
、
そ
の
規
模
は
、
ザ
ゥ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
で
一
人
の
下
女
と
一
人
ｏ
家
畜
番
を
雇
傭
す
る
程
度
の
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
ゆ
え
・
一
八
世
紀
後
半
馬
鈴
薯
栽
培
が
普
及
し
た
と
は
い
え
、
生
計
維
持
の
た
め
に
工
業
副
業
は
不
可
欠
で
あ
り
、
の
ち
に

み
る
よ
う
に
多
様
な
農
村
工
業
が
展
開
し
、
先
進
地
帯
で
は
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ユ
ァ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
域
で
の
農
民
層
分
解
の
特
徴
は
、
第
一
類
型
へ
の
農
民
の
上
昇
が
徴
弱
な
も
の
に
と
ど
ま
り
　
箪
二
類
型

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

へ
の
上
昇
が
顕
著
に
み
ら
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
旧
　
教
会
、
修
道
院
領
　
エ
ヅ
セ
ソ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ソ
等
の
教
会
、
修
道
院
領
で
は
、
農
民
の
グ
ル
ソ
ド
ヘ
ル
ヘ
の
従
属
が
強
く
、

　
〔
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
■
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
、
　
・
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

『
齢
貯
粋
於
』
に
い
た
る
ま
で
土
地
移
動
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
ず
、
階
層
分
化
も
微
弱
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
の
地
代
形
態
は
、
現
物
貰
租
が
支
配
的
で
あ
り
、
刈
入
れ
日
の
手
賦
役
、
グ
ル
ソ
ド
ヘ
ル
が
旅
行
す
る
さ
い
の
役
畜
賦
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

も
残
存
し
、
土
地
の
分
割
、
譲
渡
は
禁
止
さ
れ
、
共
有
地
も
グ
ル
ソ
ド
ヘ
ル
の
規
制
の
も
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
領
地
は
、
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
パ
ル
ト
マ
ソ

〇
二
年
に
フ
ラ
ソ
ス
に
よ
り
没
収
、
因
有
化
（
ｃ
ｏ
賢
巨
胃
註
ｓ
）
さ
れ
、
南
椰
の
ラ
イ
ソ
．
モ
ー
ゼ
ル
県
に
お
い
て
は
、
、
！
、
の
面

穣
が
・
ク
レ
ー
フ
一
ア
回
ソ
諏
ス
ヤ
ポ
ぼ
同
じ
四
五
〇
万
フ
ラ
ソ
ヶ
ソ
に
達
し
、
そ
の
土
地
の
大
部
分
は
競
売
に
付
さ
れ
る
か
、
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

小
作
人
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
ｏ
よ
う
に
、
早
く
よ
り
グ
ル
ン
ド
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
が
解
体
に
む
か
っ
た
ラ
イ
ソ
地
方
で
は
、
一
八
世
紀
に
、
農
業
革
命
に
よ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
・
、

る
『
民
富
』
の
形
成
を
基
礎
と
し
て
農
民
暦
分
解
が
進
行
し
、
四
つ
の
地
域
附
類
型
が
彩
成
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
先
進
地
帯

、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
し
て
、
四
上
向
農
民
の
な
か
に
農
業
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
と
、
工
業
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
を
志
向
す
る
者
と
い
う
二
類
型
が
認
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
北
部
左
岸
。
四
工
業
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
と
少
数
の
小
規
模
な
大
農
の
析
出
さ
れ
る
南
部
、
と
く
に
右
岸
の
山
地
。
中
問
地
帯
と
し

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

て
、
ゆ
大
農
地
域
を
形
成
す
る
マ
ル
ク
の
ヘ
ル
ヴ
ェ
ー
ク
地
方
。
後
進
地
帯
と
し
て
、
ゆ
グ
ル
ソ
ド
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
が
強
固
に
残
存

し
て
分
解
を
阻
止
し
た
教
会
、
修
道
院
領
。
こ
れ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
し
か
し
、
こ
の
農
民
層
分
解
と
、
と
く
に
南
部
山
地
に
お
け
る
分
割
相
続
の
結
果
、
一
八
世
紀
ラ
ィ
ソ
地
方
に
お
い
て
は
お
び
た

だ
し
い
零
細
土
地
保
有
農
が
発
生
し
た
。
そ
の
事
情
は
、
一
九
世
紀
中
葉
に
お
い
て
、
ラ
イ
ソ
州
で
は
、
三
〇
マ
ク
デ
ブ
ル
グ
・
モ

ル
ゲ
ソ
以
下
の
経
営
数
が
九
二
・
九
％
、
五
マ
ク
デ
ブ
ル
グ
・
モ
ル
ゲ
ソ
以
下
、
六
六
・
四
二
％
を
占
め
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
各
州
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喝

か
で
零
細
土
地
保
有
農
の
比
重
が
圧
倒
的
に
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
（
箪
四
表
参
照
）
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
零
細
土
地
保
有

農
の
大
多
数
は
、
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
が
い
ち
早
く
進
行
し
た
と
い
う
客
観
的
事
情
に
く
わ
え
て
、
商
工
業
に
た
い
す
る
租
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

が
ほ
と
ん
ど
課
せ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
　
農
村
工
業
を
営
む
小
商
品
生
産
者
に
転
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
　
一
部
は
上
向
農
民
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
で
賃
労
働
者
と
し
て
雇
傭
さ
れ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
化
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
繊
維
工
業
は
ほ
か
な

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ら
ぬ
農
村
工
業
と
し
て
展
開
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
農
村
工
業
と
し
て
展
開
す
る
一
八
世
紀
ラ
ィ
ソ
紋
維
工
業
の
具
体
的
な
様
相
を
、
そ
の
市
場
構
造
と
ｏ

関
連
に
お
い
て
考
察
し
、
そ
れ
が
『
揖
業
の
白
由
』
に
た
い
し
て
も
っ
た
意
義
の
検
討
に
入
り
た
い
と
思
う
。

　
Ｃ
○
芦
｝
冨
争
－
；
．
○
．
Ｏ
。
．
Ｓ
．
○
。
二
〇
．

　
勾
宇
己
．
○
Ｏ
．
Ｏ
◎
－
．

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
二
一
二
　
（
七
六
九
）



３

立
命
館
経
済
学
（
箪
九
巻
・
節
五
号
）

　
た
の
ち
に
は
、
肘
政
難
に
陥
っ
た
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
が
相
勧
に
さ
い
し
て

　
高
い
手
数
料
（
○
〇
三
目
箏
；
ｏ
ｑ
。
。
ｏ
ｑ
ｏ
ｇ
ヲ
）
を
要
求
し
た
こ
と
か
ら
、
保

　
有
権
を
都
市
の
市
民
ま
た
は
修
道
院
に
譲
渡
し
、
以
前
よ
り
高
い
小
作

　
料
を
払
っ
て
、
か
れ
ら
の
小
作
人
と
な
っ
た
か
ら
で
お
る
（
く
ｏ
ｑ
ゲ
旨
己
・

　
ｏ
ｏ
．
胃
～
竈
・
○
ｏ
．
零
～
８
・
）
。
　
Ｍ
・
ボ
ッ
シ
ュ
は
、
　
こ
の
関
係
を
「
小

　
作
料
が
貨
租
の
う
え
に
、
市
肚
的
従
属
関
係
が
封
建
的
徒
属
関
係
の
う

　
え
に
胴
を
つ
く
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
Ｈ
ｇ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
．
Ｓ
・
）
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
関
係
は
、
一
八
世
紀
に
ー
は
、
遠
隔
地
取
引
に
立
脚

　
し
た
中
世
郁
市
の
衰
退
を
原
囚
と
す
る
市
民
資
力
の
後
退
と
、
農
業
革

　
命
に
よ
る
小
作
人
の
経
済
力
向
上
か
ら
、
小
作
地
を
か
れ
ら
の
保
有
へ

　
と
買
戻
す
こ
と
に
よ
り
、
解
体
に
赴
い
た
。
こ
の
趨
勢
は
貴
族
地
を
も

　
ま
ぎ
こ
ん
で
、
一
七
八
七
年
に
は
、
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
が
資
炊
地
の
非
貴

　
族
へ
の
譲
渡
を
許
可
し
て
い
る
（
Ｈ
巨
一
一
．
エ
．
ｏ
．
ｏ
。
～
・
。
り
．
）
。

ハ
り
　
　
Ｈ
げ
｛
ら
．
　
Ｕ
ｏ
．
　
ｏ
◎
○
～
ｏ
ｏ
］
－
．

伺
　
＞
－
勺
プ
○
箏
０
０
　
↓
ブ
自
Ｐ
　
Ｏ
｛
Ｏ
　
Ｈ
目
ら
目
Ｏ
ｎ
“
ユ
Ｏ
　
Ｐ
づ
一
　
ソ
ざ
（
宥
『
Ｈ
げ
９
目
　
一
一
コ
ら

　
亨
；
キ
９
ま
『
．
Ｈ
ま
声
Ｈ
．
Ｈ
・
。
鼻
○
。
Ｌ
．
言
；
・
・
口
弓
罵
昌
一
Ｎ
弓

　
』
多
｝
；
・
一
玉
宣
・
：
ざ
・
ノ
、
…
巨
。
・
；
。
・
・
一
竃
季
三
コ
一
彗
ま
ヨ
岸

　
勺
『
ｏ
仁
ｂ
¢
目
．
　
］
．
り
Ｈ
閉
．
　
Ｕ
○
．
　
］
ー
べ
｛
．

ゆ
／
、
。
・
一
．
雲
・
巨
昌
・
庁
曽
竃
｝
く
雪
ド
穿
・
一
募
・
ぎ
竃
巨
・
汁
呂
品
・
・

　
Ｎ
ｏ
岸
ｏ
ｏ
ｏ
プ
ユ
津
｛
冒
『
ソ
Ｈ
目
ｏ
ｏ
¢
自
Ｈ
旨
Ｑ
ｎ
≠
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
自
・
】
）
¢
箏
斤
冒
ｐ
一
勺
饒
ｏ
ｏ
ｑ
ｐ
・
＞
Ｈ
０
プ
プ
、
－

　
げ
・
邑
；
。
・
二
、
・
豪
言
冒
・
ぎ
言
・
二
言
一
一
Ｈ
≧
芸
・
巨
｛
募
・
プ
享
・
・

二
二
二
　
（
七
七
〇
）

　
Ｈ
気
Ｐ
コ
Ｏ
．
Ｏ
・
べ
．
な
お
、
ク
レ
ー
フ
ェ
で
は
、
　
一
四
～
一
五
世
紀
の
土
地
保
有
移
動
の
過
程
で
又
貸
関
係
（
Ｃ
巨
睾
３
０
軍
；
０
ｑ
〇
一
一
・
Ｃ
津
實
－

く
Ｏ
ユ
Ｏ
亨
白
晶
）
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
が
生
じ
た
の
は
、
農
氏
が
貨
幣
経
済
に
ま
き
こ
ま
れ
、
貨
租
滞
納
ま
た
は
れ
債
を
れ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ボ
ｕ

）ソゲルモグルブデクマ＝位の雇面○数

辻
」

至系易莫

％

地
数有

所
総

’
’

…川
“’

一
－

１

％下以５％
３
０

～
５％ぺ

３
０

　
～

３
０

７１４
（
ｏ

６５４７０１３３７７６４２２８８２９８４１２７２３３８０８４２

Ｆ
０

２９９５６５６１

一
２
２

５
一

　
○
ム

３

、
　
［
ｏ３９

２６７

１
一
．
．
ギ３４６３

　
１

３３４２７０３０４３１１２

－
１
－
－
一

７８９４３

４３９１３８０８１８０９２０９１７２

１９９４７７

一
（
Ｏ

…
一
８
２

ｏ

５
ｎ
ｚ

７３７２８０５
一
５

一
　
一
８

一
６

一
２

一
．
、

一
６
３

一
６３「

７９３ユ９８９９４２

７９７４２５８
一
４

一
４

一
３２３３

Ｉ
ｌ
一

ユ
６４３５４

２０４４０４００１１５１７３２８２
８

一
－
「
！

４
０

一
７
・

一
－
一
；

０
３

一
５

一
３

一
４

７７９６００５７１４３５４５４３９７２７２３４７２７５０８０２９９３６３

６６１１２５５８０２９３４４９７５２９５６２３６９０８６

４３８３５７２６８６

○
ん

４６６５３８
＝
ｏ

５４

８９１２

－
１
－
１
一

６３８５４

８４６２９６６１８１８７６
辰
一
６

一
４

ＯＯＯ０１８１００９７１０７８４３９６１７８６０９２２２２０２５７６０２０５９９６３

■



６ ｏ
．
］
■
２
プ
『
胴
２
目
ｏ
ｑ
．
］
ｌ
ｏ
ｏ
ｏ
べ
．
曽
ｏ
｛
け
ド
○
○
．
Ｎ
ｃ
○
○
～
Ｎ
ｃ
ｏ
］
１
．

　
マ
ル
ク
は
一
九
世
紀
に
ル
ー
ル
エ
業
地
方
の
心
臓
部
と
た
っ
た
。
一

八
世
紀
に
こ
こ
は
、
ル
ー
ル
河
を
境
と
し
て
、
北
の
ヘ
ル
ヴ
ェ
ー
ク
農

業
地
帯
、
ル
ー
ル
河
流
域
の
小
製
鉄
所
、
小
炭
坑
地
帯
、
た
ら
び
に
南
の

ザ
ウ
ェ
ル
ラ
ソ
ト
金
属
工
業
地
帯
の
三
地
域
に
わ
れ
て
い
た
（
オ
．
○
．

目
昌
３
豪
Ｃ
Ｐ
弓
ぎ
○
Ｃ
９
ま
９
目
｛
汁
ぎ
Ｈ
邑
易
汁
Ｈ
邑
Ｈ
｛
Ｏ
き
Ｈ
自
弐
昌
巨

Ｈ
、
；
邑
・
Ｈ
邊
Ｏ
～
畠
べ
○
．
－
竃
・
。
．
毫
．
畠
～
Ｎ
・
。
．
）
。

　
な
お
、
ヘ
ル
ヴ
ェ
ー
ク
地
方
は
肥
沃
な
黄
土
（
一
〇
婁
ぴ
）
か
ら
な
り
、

未
発
達
の
農
具
で
も
っ
て
し
て
も
開
擢
が
可
能
で
あ
り
、
先
史
時
代
か

ら
農
業
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
（
字
』
．
○
．
勺
Ｃ
昌
己
・
・
一
Ｐ
９
・
○
・

℃
軍
）
。

８
芦
雲
。
・
９
二
；
．
○
．
○
ｏ
‘
ミ
岬
．

９
　
旨
己
○
ｃ
．
一
轟
．

¢
◎
　
　
Ｈ
げ
－
ら
　
○
ｏ
．
］
ー
べ
仁
一

帥
　
　
Ｈ
一
Ｕ
－
ら
　
○
〇
一
］
ー
べ
０
～
］
ー
ベ
ベ
．

ゆ
　
』
く
．
巾
Ｈ
Ｏ
ら
戸
Ｐ
Ｐ
．
０
１
８
．
Ｈ
Ｃ
Ｏ
．

ｑ
３
巨
・
・
。
訂
津
里
げ
邑
ま
』
・
。
。
琴
ま
津
昌
二
）
至
喜
・
プ
昌
寧
叶
－

　
凄
一
胃
一
旨
○
．
お
Ｈ
○
．
Ｑ
・
．
お
Ｈ
－
レ
一
．
巾
富
員
単
；
．
○
－
・
。
Ｌ
ミ
．
ラ
一
．

　
－
〈
Ｇ
；
－
旨
ｐ
箏
－
戸
ｐ
．
ｐ
．
○
．
○
○
．
Ｎ
．

帥
レ
「
－
｝
Ｏ
。
・
身
・
』
．
○
．
・
。
．
Ｈ
芦

弓
　
　
Ｈ
｛
○
｛
コ
ー
∴
ｏ
プ
／
！
、
昌
プ
〇
一
；
－
！
／
、
ｏ
『
ｏ
ｏ
汀
－
－
）
甘
¢
］
「
ｐ
目
ら
タ
一
｛
Ｈ
片
ｕ
ｏ
ｏ
プ
２
｛
汁
自
目
汁
０
Ｈ

　
（
一
Ｃ
一
旨
■
｛
目
賞
５
０
０
０
０
０
　
く
（
）
目
　
｝
¢
Ｈ
Ｏ
ｑ
げ
ら
目
自
目
ら
　
－
目
〔
一
自
Ｏ
ｎ
け
Ｈ
｛
Ｃ
ご
自
『
プ
Ｏ
｝
箏
－
Ｏ
Ｏ
－

　
。
ブ
；
－
ぎ
葦
ぎ
三
；
。
・
・
巨
・
庁
．
Ｈ
旨
ド
ジ
ミ
～
心
・
。
．
ズ
．
言
；
二
；
．
○

　
　
　
　
　
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
繊
維
工
業
の
映
開
と
、
営
業
の
白
由
』

規有所地土るげおに各ソセイロプの年
４
９

１
８表四第

％０
６
０

～
ｏ
０３％上以

ｏ
０６

地
平
模

土
の
規

　
　
均

積面名

６７１７１３１５０３５７２２６６１Ｏ０４５４３２１ソル
メムポ

５５２２３２４８０２６５４３３５１００１６１３５２ソセイロフ

Ｏ０１６５９１６２５４４２３２１Ｏ０８９２５１１ソゼポ

９２１４５７１８３１７７８１５１１Ｏ０２８０７５１グルブソデソ
一
フ

ブ

０５０１４２１３９０３２３２４６Ｏ０３０４９５１ソヱジレユシ

６６０３５１１８４０５３８６５００１９９８９

９６０７４４１９２０４９５
３
８Ｏ０６７０９７

９１０２６３１３１０６８８５１００８８６４０１

５
一
７

０２６４３！２８０１９６４１１６００３５１１９０１

　
ソ

　
セ■

ク

　
ザ

」…
■

山

ソレアフトスエブ

．
○
○
．
］
１
０
０
０
～
］
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
◎
．

の
前
提
条
件
Ｈ
（
川
本
）

二
二
三
　
（
七
七
一
）

トソ
一
フ

ソイ
一
フ

、
邦

一
領企



弓¢う¢晒
０
９

　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
（
七
七
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
『
津
〇
一
目
ヲ
３
；
；
．
○
．
○
○
」
睾
～
｛
轟
．
二
－
ダ
ー
ニ
フ
ィ
ソ
で
は
、
こ
れ
ら
教
会
、
修
道
院
領
の
多
く
は
富
裕
な
紡
織
業
者
の
手
に
移
っ

た
。
Ｇ
・
フ
ォ
ソ
・
メ
ヴ
ィ
ッ
セ
ソ
の
父
は
、
一
八
〇
二
年
に
国
有
化
さ
れ
た
グ
ラ
ー
ド
バ
ッ
ハ
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
遣
院
領
を
購
入
し
て
、
三

〇
年
に
ぱ
数
百
モ
ル
ゲ
ソ
の
農
業
経
覚
を
営
ん
で
い
る
　
（
』
畠
毛
プ
｝
２
易
竃
一
〇
易
９
く
く
Ｏ
目
冒
２
ゼ
。
・
竃
・
ヨ
目
｝
０
９
げ
Ｏ
ブ
８
■
〇
一
Ｕ
Ｏ
易
一
Ｕ
｛
巨

畠
旨
』
Ｏ
。
竃
二
ｗ
（
一
．
Ｈ
．
岩
０
０
．
○
○
．
Ｈ
Ｈ
．
○
○
．
○
Ｏ
Ｈ
．
ソ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
　
ラ
ィ
ソ
農
民
は
す
で
に
事
実
上
の
土
地
所
有
農
民
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
Ｆ
．
シ
ュ
タ
ィ
ソ
バ
ッ
ハ
は
、

一
一
農
民
解
放
土
の
果
し
た
役
割
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
　
「
上
級
所
有
権
の
無
償
廃
棄
と
僅
か
の
補
償
で
の
対
物
的
賦
課
の
廃
棄
が
、

一
七
九
八
年
三
月
二
六
日
の
法
律
に
よ
り
、
ま
た
最
終
的
に
は
、
全
ラ
ィ
ソ
左
岸
に
た
い
す
る
一
八
〇
四
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ソ
勅
令
に
よ
り
指
令
さ

れ
た
。
こ
れ
ぱ
勿
論
、
あ
る
遅
れ
た
地
域
で
は
突
然
の
軽
減
を
意
味
し
た
に
せ
よ
、
他
の
地
方
で
は
二
、
三
の
負
担
に
な
る
貢
租
の
残
津
が
廃
棄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ィ
ソ
農
民
の
大
多
数
に
と
り
、
そ
れ
は
単
に
事
実
上
す
で
に
以
前
に
達
し
て
い
た
状
態
の
法
的
追
認
に
し

か
す
ぎ
な
か
っ
た
」
　
（
傍
点
－
引
用
者
）
と
（
『
○
Ｏ
箒
巨
一
Ｕ
竃
ダ
Ｐ
Ｐ
○
．
Ｃ
Ｏ
．
畠
べ
．
）
。

づ
、
Ｏ
昌
薯
。
・
◎
冒
茅
昇
良
・
守
津
。
。
・
訂
く
・
豪
乏
ま
・
罫
｛
二
昌
篶
旨
塞
ぎ
汁
昌
盲
耳
巨
邑
・
・
汁
旨
｛
ま
＞
ま
竃
。
・
｛
窃
８
盲
げ
・
ぎ
甲

○
實
誌
．
Ｈ
り
Ｎ
一
．
○
ｏ
．
ｃ
ｎ
Ｈ
ｏ
〇
一

｝
一
〇
『
つ
○
目
一
２
一
２
一
〇
．
○
ｏ
．
Ｈ
ｏ
ｏ
ｏ
～
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ン
Ｆ
巾
２
『
庁
プ
ｐ
白
｝
ｏ
目
一
－
）
¢
『
＞
自
赤
庄
¢
ｏ
ｑ
自
０
Ｄ
！
く
．
○
〇
一
］
Ｉ
ｏ
ｏ
◎
～
］
・
ｏ
ｏ
・

二
　
小
商
品
生
産
者
層
の
成
立
と

『
営
業
の
自
由
』

　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
杜
会
的
分
業
の
展
開
と
小
商
品
生
産
者
層
の
成
立

　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
バ
ル
ト
マ
ン
　
　
ア
ロ
ソ
デ
イ
ス
マ
ソ

　
Ａ
　
ナ
ポ
レ
オ
ソ
侵
入
後
、
フ
ラ
ソ
ス
に
併
合
さ
れ
、
ラ
イ
ソ
左
岸
に
あ
ら
た
に
設
立
さ
れ
た
ロ
ェ
ル
県
の
四
郡
　
に
お
い

　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

て
、
一
八
一
〇
～
一
一
年
に
行
わ
れ
た
工
業
一
般
生
産
統
計
の
結
果
は
策
五
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
郡
の
お
も
な
工
業
部
門

は
、
以
下
の
よ
う
に
多
様
で
あ
る
。
Ｏ
Ｄ
ア
ー
ヘ
ソ
郡
中
も
っ
と
も
主
要
な
ア
ー
ヘ
ソ
、
ブ
ル
ト
ツ
ヤ
イ
ド
、
モ
ソ
シ
ャ
ウ
、
シ
ュ
ト

ル
ベ
ル
ク
、
デ
ュ
レ
ソ
の
毛
織
物
業
。
ア
ー
ヘ
ソ
と
ブ
ル
ト
ツ
ヤ
イ
ド
の
一
七
の
縫
針
製
造
業
。
な
ら
び
に
鉄
、
鉛
、
錫
、
褐
炭
と
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７４１
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工
　
　
■

■
一
ｗ

ク
レ

フ
ェ

一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
ｅ
（
川
本
）

一
　
　
　
　
　
石
炭
の
諮
鉱
業
部
門
。

　
部

　
物
　
　
　
四
ケ
ル
ソ
郡
の
絹
、
ビ

　
棟

　
　
は

　
　
業
　
　
　
ロ
ー
ド
、
絹
リ
ボ
ソ
、

　
　
織

　
交
　
　
　
ピ
ロ
ー
ド
・
リ
ボ
ソ
製

　
　
綿

　
　
　
　
　
造
業
。
綿
紡
績
業
。
紡

　
　
麻

　
　
ら
　
　
　
毛
業
。
繰
皮
業
。
製
糖

４
８
　
剛

　
　
部
　
　
　
業
。
ゆ
ク
レ
フ
ェ
ル
ト

　
　
物

－
　
動
　
　
　
郡
に
お
け
る
、
フ
ィ
ー

８
　
　
は

４８
業
　
　
ル
ゼ
ソ
、
ラ
イ
ト
、
グ

８
　
物

２　
　
織

２
一
絹
　
　
　
ラ
ー
ド
バ
ツ
ハ
の
麻
．

　
　
１
乙

９
５
　
茱
　
　
　
綿
交
織
業
。
ク
レ
フ
ェ

３
　
物

－
　
織
　
　
　
ル
ト
中
心
の
絹
織
物
業
。

　
　
毛
　
。

脱
、
ク
レ
フ
一
ル
ト
、
オ
ル

　
　
で
て

　
　
業
し
　
　
フ
ィ
の
毛
織
物
業
。
お

　
　
工
属

　
　
維
に
　
　
よ
び
、
　
製
糖
業
。
　
亜

　
　
繊
門

　
　
〕
　
　
　
麻
、
菜
種
、
油
菜
か
ら

　
　
註

　
　
〔
　
　
　
の
製
油
業
。
火
酒
醸
造

　
　
　
一
三
五
　
（
七
七
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
ニ
ハ
　
（
七
七
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

業
。
煙
草
製
造
業
。
の
ク
レ
ー
フ
ェ
郡
で
は
、
農
業
、
畜
産
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
絹
織
物
業
。
製
油
業
。
製
靴
菜
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
一
八
世
紀
と
一
九
世
紀
の
交
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
右
岸
の
お
も
な
工
業
部
門
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
ベ
ル
ク
で
は
、
ヴ
ッ
パ
ー
・
タ
ー

ル
の
姉
妹
都
市
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
と
バ
ル
メ
ソ
の
麻
一
綿
交
織
業
。
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
の
刀
鍛
冶
業
。
レ
ム
シ
ャ
イ
ド
の
刃
物
類
と

大
鎌
生
産
を
中
心
と
す
る
一
八
〇
三
年
に
六
〇
〇
種
に
も
の
ぼ
っ
た
鉄
鋼
製
品
製
造
業
が
あ
り
、
な
お
、
ク
ロ
ー
ネ
ソ
ベ
ル
ク
の
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

柄
の
大
草
刈
鎌
と
小
鎌
製
造
業
が
あ
る
。
ま
た
、
マ
ル
ク
で
は
、
エ
ネ
ッ
ペ
・
タ
ー
ル
の
鍵
、
ノ
コ
ギ
リ
、
ナ
イ
フ
、
ス
プ
リ
ソ
グ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

翠
、
シ
ャ
ベ
ル
製
造
業
、
ル
ー
ル
河
流
域
の
小
農
氏
に
よ
る
石
炊
の
露
天
掘
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、

　
前
述
に
よ
り
、
Ｗ
・
ウ
ィ
ル
、
・
・
ソ
ク
ハ
ゥ
ス
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
地
方
の
工
業
分
布
は
、
工

、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

業
所
在
地
が
広
く
分
散
し
、
各
工
業
所
在
地
に
お
け
る
工
業
部
門
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
特
徴
と
し
た
と
い
え
よ
、
そ

し
て
、
こ
う
し
た
多
様
な
姿
を
と
っ
て
展
開
し
た
杜
会
的
分
業
か
ら
、
局
地
内
で
の
工
業
生
産
物
取
引
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
を

容
易
に
推
測
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
ヶ
ル
ソ
と
ア
ー
ヘ
ソ
を
除
い
て
、
杜
会
的
分
業
が
広
汎
に
展
開
し
て
い

　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
左
岸
の
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
郡
、
ア
ー
ヘ
ソ
郡
、
右
津
の
マ
ル
ク
南
部
、
ベ
ル
ク
の
工
業
が
、
い
ず
れ
も
農
村
に
お
い
て
、
農
民
層
分

解
ま
た
は
分
割
相
続
の
緒
果
、
零
細
上
上
地
保
有
農
の
刷
業
と
し
て
、
半
農
半
工
の
姿
で
桝
ま
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
当
両
の

考
察
の
対
象
で
あ
る
紘
維
工
業
に
狐
点
を
集
め
て
、
ヨ
リ
立
入
っ
た
考
察
を
行
う
こ
と
に
し
よ
う
。

　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

　
Ｂ
　
一
八
一
六
年
の
ラ
ィ
ソ
州
に
お
け
る
織
機
分
布
は
第
六
表
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
絹
、
綿
、
毛
、

　
〔

麻
の
各
織
機
が
ほ
ぽ
均
等
に
分
布
し
て
お
り
、
　
一
八
世
紀
に
、
　
ラ
ィ
ソ
各
地
に
お
け
る
繊
維
工
業
の
展
開
が
多
様
な
種
類
に
わ
た

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
　
し
か
も
、
　
ン
、
の
内
榊
に
多
様
な
枢
類
の
繊
維
丁
業
を
含
み
つ
つ
、
　
ア
ー
ヘ
ソ
附
近
の
毛
繊
物
業
、
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

レ
ー
フ
エ
ー
し
ト
Ｏ
納
織
物
業
、
ベ
ル
ク
Ｏ
ヴ
ツ
バ
ー
・
タ
ー
ル
と
二
－
ダ
ー
・
ラ
イ
ソ
Ｏ
麻
・
綿
交
織
業
Ｏ
専
業
化
さ
れ
た
四
つ
Ｏ



ソイ
一
フ

る
け
布

お
分

に
機

年
織

舳
ゆ

１
■
ク

表六第

７
３

１
０

３
５

８
５

４
７

４
９

５

５

１

８

４

Ｏ

５

３

４

４

７
１

１
一
，
一

１
■
，

，
，
－
－
　
　
　
－
；

；
１

機織物織

機

機

毛

機

織

織

半

機

織

機

絹
自
巾
系

と

造

織

半

半

物

織

製

ソ

と

と

織

下

ボ

絹
鳥
系

毛

麻

靴

リ

一
　
　
」
－
－
　
　
　
，
　
　
－
　
｛
■
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
Ｉ

の
商
口
叩
』
（
、
。
団
ｐ
自
ｏ
『
箏
事
四
ｐ
Ｈ
０
目
、
、
）

　
四
　
ベ
ル
ク
に
お
け
る
繊
維
工
業
の
中
心
、

呼
ば
れ
経
が
麻
、
緯
が
綿
）
、
麻
リ
ボ
ソ
、
絹
織
物
等
の
多
様
な
繊
維
工
業
が
発
展
し
た
。

て
ベ
ル
ク
以
外
の
市
場
か
ら
遮
断
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、

占
領
時
代
に
ラ
ィ
ソ
に
関
税
線
が
ひ
か
れ
、
右
岸
と
左
岸
が
遮
断
さ
れ
た
と
き
、
ヶ
ル
ソ
の
下
層
民
が
右
岸
よ
り
低
廉
な
麻
織
物
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
・
・
　
　
　
…

貫
え
な
く
な
っ
た
と
の
苦
情
を
い
っ
て
い
る
こ
と
、
レ
ー
ス
品
口
（
思
の
斗
§
ま
ざ
－
）
に
つ
い
て
は
、
一
八
世
紀
初
頭
フ
ラ
ソ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

輸
出
さ
れ
た
と
き
、
質
は
悪
い
が
、
価
格
が
低
廉
な
た
め
、
下
層
民
に
愛
好
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
坪
か
ら
、
、
！
、
れ
ら
が

ベ
ル
ク
農
民
の
あ
い
だ
に
広
い
販
路
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
　
さ
ら
に
、
　
一
八
世
紀
中
葉
か
ら
生
産
さ
れ
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

た
絆
鮒
祢
は
、
ベ
ル
ク
上
膳
階
級
の
需
婁
と
、
　
撲
民
の
日
曜
目
の
晴
酋
に
む
け
ら
れ
、
　
麻
．
綿
交
織
織
物
は
一
般
大
衆
む
け
ｏ
も

　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
一
提
条
件
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
三
七
　
（
七
七
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
か
跡
が
姿
を
現
わ
し
て
い
ね
。
つ
ぎ
に
、
資
料
の
制
約
か
ら
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
初
発
か

　
ら
歴
史
的
性
格
を
異
に
し
て
発
展
し
た
ク
レ
フ
エ
ル
ト
絹
織
物
業
を
除
き
、
他
の
三
地
域
に

　
お
け
る
繊
維
製
品
の
素
材
の
検
討
を
試
み
、
局
地
内
取
引
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た

　
い
。

　
　
ｏ
　
０
Ｄ
　
ア
ー
ヘ
ソ
附
近
、
と
く
に
そ
の
南
方
で
は
、
土
地
不
足
の
た
め
、
は
や
く
よ
り

　
　
〔

　
農
村
副
業
と
し
て
、
農
民
が
み
ず
か
ら
飼
育
し
た
羊
か
ら
羊
毛
を
と
り
、
毛
織
物
生
産
を
行

　
っ
て
い
畑
・
こ
れ
は
純
粋
な
家
内
労
働
で
あ
り
、
完
成
品
は
農
村
を
廻
る
行
商
人
に
現
金
で

　
　
　
　
　
９
）

　
販
売
さ
れ
ね
。
製
品
は
粗
質
の
毛
織
物
（
｛
娑
０
ｑ
さ
す
０
弓
膏
｝
）
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
『
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
０

の
名
が
示
す
よ
う
に
、
一
般
大
衆
の
生
活
必
需
品
で
あ
っ
た
。

　
　
、
　
ヴ
ッ
バ
ー
・
・
タ
ー
ル
で
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
麻
・
綿
交
織
織
物
（
Ｃ
０
甘
昌
易
彗
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
さ
い
、
ヴ
ッ
パ
ー
の
製
品
は
総
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
、
麻
織
物
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ソ
ス



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
　
（
七
七
六
）

　
　
　
　
帥

の
で
あ
っ
た
。

　
ゆ
　
二
ー
ダ
ー
．
ラ
イ
ソ
で
は
、
二
ー
ル
ス
の
流
れ
に
そ
っ
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
こ
こ
で
栽
培
さ
れ
た
亜
麻
を
原
料
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓

麻
織
物
業
が
発
展
し
た
。
こ
の
う
ち
、
粗
質
の
シ
ー
ソ
、
衣
料
は
内
国
む
け
生
産
で
あ
り
、
一
般
大
衆
の
日
常
生
活
品
で
あ
っ
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
以
上
の
よ
う
に
、
杜
会
的
分
業
の
展
開
と
、
生
産
物
の
素
材
が
農
民
の
生
活
必
需
品
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
然
に
貨
幣
を
媒
介

と
し
て
の
農
民
相
互
間
で
の
商
品
流
通
と
、
そ
の
結
節
点
と
し
て
、
各
地
に
小
市
場
が
籏
生
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
う
る
。

　
〕

　
Ｄ
　
一
七
世
紀
に
ベ
ル
ク
で
は
、
都
市
特
権
を
も
た
な
い
農
村
共
同
体
で
市
場
特
権
を
も
つ
も
の
が
あ
ま
た
輩
出
し
た
。
な
か

　
〔

で
も
、
も
っ
と
も
傑
出
し
て
い
た
エ
ル
バ
ー
フ
エ
ル
ト
で
は
、
　
一
八
世
紀
初
頭
、
毎
年
二
～
三
目
開
か
れ
る
年
市
（
５
Ｈ
昌
ｇ
彗
）

と
、
毎
週
開
か
れ
る
家
畜
取
引
目
、
な
ら
び
に
週
市
（
事
◎
９
彗
昌
彗
軍
）
が
あ
っ
た
。
年
市
で
は
、
土
産
品
で
あ
る
漂
白
撚
糸
、

リ
ボ
ソ
等
の
取
引
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
小
問
物
、
鏡
、
絵
画
、
銅
器
等
を
売
る
ニ
ュ
ー
ル
ソ
ベ
ル
ク
商
人
が
店
舗
を
か
ま

え
、
ブ
リ
キ
製
品
、
木
製
の
鉢
、
手
桶
、
盃
等
を
売
る
ユ
ダ
ヤ
人
が
群
が
り
、
お
よ
そ
人
六
が
欲
す
る
す
べ
て
の
物
が
取
引
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

農
民
や
市
民
が
多
数
集
ま
っ
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
八
世
紀
中
葉
に
な
る
と
、
ラ
ィ
ソ
河
や
モ
ー
ゼ
ル
河
に
は
、
隣
接
す
る
村
落
・
都
市
に
商
品
お
よ
び
人
を
運
ぶ
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

短
距
離
定
期
船
が
航
行
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
航
行
目
は
各
地
の
週
市
開
催
目
に
当
っ
て
い
た
。
陸
路
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
も
・

ヴ
ツ
バ
ー
．
タ
ー
ル
で
は
、
小
屋
住
農
が
馬
の
背
に
袋
を
稜
ん
で
石
炭
を
運
搬
す
る
姿
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
ま
た
バ
ル
メ
ソ
の
小

農
民
で
あ
っ
た
Ｆ
．
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
父
、
ベ
ソ
ジ
ャ
、
ミ
ソ
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
、
ほ
ぽ
二
五
タ
ー
ラ
ー
の
小
資
本
で
、
背
中
に
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋

を
負
っ
て
撚
糸
取
引
に
従
噂
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
か
ら
、
二
～
四
頭
の
馬
に
商
品
を
積
ん
だ
車
を
引
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
９

る
運
送
業
者
が
売
生
し
た
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
　
　
…
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
こ
う
し
た
点
か
ら
・
一
八
世
紀
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
「
ト
農
村
○
小
市
場
が
族
止
し
、
こ
れ
を
中
心
に
、
局
地
的
少
べ
市
場
圏
が
形

掌
尖
・
慕
志
察
掌
小
監
客
色
輸
仁
ぷ
か
言
と
い
つ
、
て
美
過
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
小
商
品
生
産

者
層
の
成
立
は
、
　
『
営
業
の
白
由
』
に
た
い
し
て
ど
う
し
た
恵
義
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

）１（）２
、
（）３（）４（）

・
ｈ
）

（）６（
　
Ｈ
｛
．
Ｎ
２
。
・
。
。
一
２
．
２
．
○
．
Ｏ
Ｏ
．
轟
．
○
Ｏ
．
Ｏ
。
○
．
Ｕ
Ｏ
・
Ｏ
．
９

　
Ｈ
臣
Ｐ
○
○
．
べ
Ｏ
。
～
Ｏ
Ｏ
べ
．

竿
寮
麦
秦
Ｐ
。
・
蔓
；
Ｃ
ぎ
タ
、
募
・
婁
邑
竃
ぎ
品
豪
考
．
・
。
・
豪
～
妻
・

ズ
こ
．
９
蟹
昌
員
Ｐ
・
．
〇
二
勺
』
・
。
え
Ｏ
ら
・
ト
Ｏ
・

　
＞
一
／
く
庁
冒
巨
ｏ
ｑ
プ
２
畠
一
ｐ
苧
○
．
○
ｏ
．
畠
べ
・

。
』
オ
．
麦
き
；
實
く
。
一
・
。
。
き
麦
警
＝
｛
曇
琴
・
彗
・
・
婁
・
．
・
二
墨
葦
自
曇
＝
自
・
。
・
、
箏
－
、
プ
、
、
箏
く
。
、
嚢

旨
＝
。
二
◎
・
畠
募
嚢
ジ
。
幸
；
易
ｑ
¢
；
。
嚢
奮
§
一
§
二
一
・
葦
葦
竃
軍
昌
一
ま
、
一
冒
・
・
、
、
自
一
＝
、
己
○
、
目
・
。
、
｛
。
、

○
霧
Ｏ
汁
Ｎ
Ｏ
ｑ
争
…
０
ｑ
２
富
Ｐ
冒
声
一
争
竃
Ｏ
罵
一
－
竃
．
畠
畠
．
○
Ｏ
．
Ｈ
・
。
９
な
お
、
こ
の
数
字
は
、
一
八
世
紀
末
に
お
げ
る
状
態
を
控
え
目
に
示
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
・
一
八
一
六
年
に
お
け
る
技
術
水
準
は
一
八
世
紀
と
変
り
た
か
っ
た
の
に
た
い
し
、
そ
の
市
場
関
係
が
極
度
に
悪
化

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
・
伽
朴
れ
幣
に
っ
い
て
み
る
と
、
一
八
○
八
年
に
発
明
羊
れ
た
ジ
ヤ
ツ
ヵ
ー
ド
織
機
が
最
初
に
ヴ
ツ
バ
ー
．
タ
ー

ル
に
導
入
さ
れ
た
の
が
一
八
年
（
－
．
吋
竃
ぎ
貝
ｐ
．
ｐ
９
０
Ｄ
．
畠
・
・
し
、
一
七
三
八
年
に
Ｊ
・
ヶ
イ
に
よ
り
発
明
さ
れ
、
広
巾
織
が
可
能
と
な
り
、

生
産
力
が
二
倍
に
た
っ
た
と
い
わ
れ
る
飛
秤
が
ド
イ
ツ
に
普
及
し
は
じ
め
た
の
が
一
八
二
〇
年
代
、
一
七
八
五
年
に
Ｅ
．
カ
ー
ト
一
け
ノ
い
”
発
明

し
た
力
織
機
が
導
入
さ
れ
た
の
が
一
八
二
二
年
で
あ
っ
た
（
９
０
Ｄ
争
冒
Ｏ
寿
■
Ｐ
Ｐ
ｇ
Ｏ
Ｏ
・
お
仁
～
お
岬
・
）
。
こ
れ
に
た
い
し
、
市
場
関
係
は
悪

化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
・
一
四
年
に
ブ
回
イ
セ
ソ
に
併
く
ｎ
さ
れ
た
ラ
ィ
ソ
州
は
、
一
八
年
の
ブ
ロ
ィ
セ
ソ
関
税
同
盟
成
立
ま
で
、
ヴ
エ
ス
ト
フ

ァ
ー
レ
ソ
州
と
と
も
に
１
・
東
で
は
ユ
ル
ベ
河
で
ブ
ロ
ィ
セ
ソ
の
、
酉
で
は
フ
ラ
ソ
ス
の
関
税
障
壁
に
よ
り
完
全
に
遮
断
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、

関
税
皇
権
が
与
え
ら
れ
な
か
一
た
た
め
・
イ
ギ
リ
ス
の
低
廉
な
綿
織
物
が
氾
濫
す
る
と
い
つ
た
苦
境
の
時
代
に
叢
し
て
い
た
（
。
、
一
。
。
、
一
。
プ

。
書
；
頁
睾
婁
乏
。
彗
品
穿
雪
昌
き
；
書
。
。
事
巨
寿
葦
書
ぎ
げ
９
冒
ま
。
。
・
、
一
。
げ
。
、
一
、
汗
・
妻
・
・
。
・
デ
５
。

し
た
が
っ
て
・
７
ラ
ソ
ス
に
市
場
を
も
ち
・
イ
ギ
リ
ス
が
い
ま
だ
産
業
革
命
途
上
に
あ
り
、
重
要
な
脅
威
と
な
ら
な
か
っ
た
一
八
世
紀
後
半
に
比

し
て
、
市
場
関
係
ば
極
度
に
悪
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
ｅ
一
川
本
ツ
　
　
；
一
九
一
七
七
七
一
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済
学
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第
五
号
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一
四
〇
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皿
　
小
商
品
生
産
者
層
と
『
営
業
の
白
由
』

　
小
商
品
化
産
者
屑
の
成
立
が
『
営
業
Ｏ
Ｈ
由
」
に
た
い
し
て
も
っ
た
意
義
は
、
つ
ぎ
Ｏ
土
点
か
ら
説
閉
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
チ
ー
ゼ

消
極
的
に
は
封
姓
的
権
力
に
よ
る
問
接
税
制
、
度
導
入
の
拭
み
ｏ
挫
折
、
　
秩
極
的
に
は
ツ
ソ
フ
ト
制
、
度
の
解
体
。
以
下
順
を
追
っ
て

考
察
を
す
す
め
よ
う
。

　
幻
　
一
八
世
紀
初
頭
、
ク
レ
ー
フ
ェ
、
ゲ
ル
デ
ル
ソ
、
マ
ル
ク
は
プ
ロ
イ
セ
ソ
領
と
な
っ
た
。
一
七
一
六
年
に
、
フ
リ
ー
ド
リ
ツ

　
〔

ヒ
一
ヴ
・
－
ル
ヘ
ル
ム
一
吐
は
、
郁
巾
Ｏ
城
門
で
徴
収
さ
れ
る
閉
接
税
を
邦
有
化
す
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
に
併
合
さ
れ
た
ラ
イ
ソ
．



プ
ロ
イ
セ
ソ
領
に
も
そ
の
施
行
を
命
じ
た
。
こ
の
制
度
は
、
商
工
業
を
都
市
の
み
に
集
中
し
、
こ
こ
か
ら
問
按
税
を
、
農
村
か
ら
直

接
税
で
あ
る
地
租
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
都
市
と
農
村
の
明
確
な
分
離
、
す
な
わ
ち
、
農
村
に
お
け
る
営
業
禁
止
を

伏
線
と
し
て
い
る
・
と
こ
ろ
で
、
以
前
よ
り
農
村
工
業
が
発
展
し
、
く
わ
え
て
小
邦
分
立
状
態
に
あ
つ
た
ラ
イ
ソ
地
方
で
は
、
こ
の

制
度
の
実
施
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
農
村
内
部
で
の
杜
会
的
分
業
が
農
村
で
の
営
業
傑
止
を
不
可
能
に
す
る
ま
で
に

進
展
し
て
い
て
・
密
取
引
を
は
び
言
せ
た
こ
と
、
養
び
に
通
過
税
の
徴
収
が
小
邦
分
立
状
態
に
あ
つ
て
は
商
品
流
通
路
を
隣
邦

に
迂
回
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
フ
リ
ー
ド
リ
ツ
ヒ
大
王
治
下
に
入
り
、
七
〇
年
に
は
ゲ
ル
デ
ル
ソ
で
問

接
税
制
度
が
廃
止
さ
れ
・
つ
い
で
七
七
年
に
ク
レ
フ
一
ル
ト
で
、
．
さ
ら
に
、
九
一
年
に
は
シ
ユ
タ
イ
ソ
に
吉
エ
ク
で
、
間
接
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

は
い
ず
れ
も
催
か
の
消
費
財
へ
の
課
税
を
残
し
て
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
．
ベ
ル
ク
に
お
い
て
も
、
　
一
七
〇
〇
～
一
七
〇
五
年
と
四
四
～
四
七
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
ブ
ラ
ソ
デ
ソ
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ソ
テ
ル
タ
ー
ソ

グ
一
プ
ロ
イ
セ
ソ
・
ク
ー
ル
一
フ
ァ
ル
ツ
等
の
例
に
な
ら
い
、
土
地
台
帳
の
不
正
に
よ
る
隷
民
の
過
重
負
担
を
軽
減
し
、
財
産
状

態
に
応
じ
た
徴
税
を
行
う
と
の
口
実
の
も
と
に
租
税
収
入
増
大
の
口
的
で
、
消
費
税
、
通
過
税
、
輸
出
税
、
工
業
原
料
を
除
く
輸
入

税
が
設
置
さ
れ
た
。
だ
が
、
結
果
は
邦
内
外
で
の
激
し
い
帝
取
引
、
そ
れ
に
か
ら
ま
る
租
税
行
政
の
腐
敗
、
な
ら
び
に
商
。
岬
流
閉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

隣
邦
へ
の
迂
回
を
も
た
ら
し
、
徴
税
費
の
み
増
大
し
て
収
入
が
予
定
を
は
る
か
に
下
廻
つ
た
た
め
、
い
ず
れ
も
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
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、
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、

　
ひ
い
ギ
ヅ
い
・
齢
朴
朴
榊
小
い
小
鈴
的
分
業
の
展
開
は
、
農
村
に
お
け
る
営
業
禁
止
を
前
提
と
す
る
古
い
閉
接
税
制
度
の
実
施
を

小
巾
給
い
い
か
叩
し
か
し
、
局
地
的
市
場
圏
の
形
成
は
、
単
に
古
い
制
度
へ
の
復
帰
を
許
さ
な
か
つ
た
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

す
ん
で
・
秩
極
的
な
側
面
と
し
て
、
中
世
都
市
の
ツ
ソ
フ
ト
特
権
を
崩
壌
せ
し
め
る
か
、
ま
た
は
、
、
１
、
れ
を
保
持
し
つ
づ
け
た
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

ろ
で
は
、
い
ち
じ
る
し
い
衰
退
へ
と
導
い
た
。
ま
ず
特
権
の
崩
壌
か
ら
み
よ
う
。

　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
Ｈ
（
川
本
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七
八
○
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〕

　
Ｂ
　
一
五
九
六
年
に
デ
ュ
ル
ケ
ソ
の
麻
織
工
に
た
い
し
ツ
ソ
フ
ト
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。
ツ
ソ
フ
ト
特
権
の
内
容
は
、
ユ
ー
リ
ッ

〔

ヒ
内
に
お
け
る
麻
織
物
業
の
営
業
独
占
と
、
都
市
内
で
の
成
員
問
の
平
等
性
を
維
持
す
る
た
め
の
厳
格
な
規
制
に
よ
っ
て
、
麻
織
エ

　
ナ
ー
ル
ソ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

に
職
業
を
保
証
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
ｎ
い
わ
ゆ
る
『
対
外
経
済
と
対
内
経
済
の
二
重
性
』
〕
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
に
は
、
二
－
ダ
ー

・
ラ
イ
ソ
各
地
に
麻
織
物
業
が
展
開
し
、
デ
ュ
ル
ヶ
ソ
市
民
の
多
く
は
、
半
農
半
工
の
姿
を
と
っ
て
、
逆
に
ズ
ヒ
テ
ル
ソ
ヤ
フ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

ル
ゼ
ソ
の
商
人
の
た
め
に
働
い
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ソ
ト
・
シ
ュ
タ
ツ
ト

　
一
七
九
三
年
に
は
、
　
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ル
ク
の
領
邦
都
市
レ
ソ
ネ
ッ
プ
の
上
質
毛
織
物
（
票
ぎ
巨
争
）
ツ
ソ
フ
ト
が
崩
壊
し
て

い
る
。
そ
の
原
因
は
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
農
村
で
発
展
し
た
毛
織
物
業
を
間
屋
制
的
に
支
配
す
る
こ
と
に
よ
り
擦
頭
し
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

モ
ソ
ツ
ヤ
ウ
の
ツ
ヤ
イ
プ
ラ
ー
家
の
競
合
に
敗
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
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、

　
こ
の
よ
う
に
、
農
村
工
業
の
発
展
は
、
一
方
に
お
い
て
、
中
世
都
市
の
ツ
ソ
フ
ト
を
崩
壊
せ
し
め
た
が
、
他
方
、
ツ
ソ
フ
ト
特
権

を
維
持
し
つ
づ
け
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
を
い
ち
じ
る
し
い
衰
退
へ
と
導
い
た
。
そ
の
典
型
的
な
例
が
、
中
世
に
お
い
て
そ
の
威
容

を
誇
っ
た
帝
国
直
属
都
市
ヶ
ル
ソ
と
ア
ー
ヘ
ソ
の
衰
退
の
ば
あ
い
で
あ
る
。
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佗

　
Ｃ
　
ヶ
ル
ソ
は
、
中
世
初
頭
、
ハ
ソ
ザ
同
盟
の
黄
金
時
代
に
、
そ
の
一
員
と
し
て
絹
織
物
業
を
中
心
に
繁
栄
の
絶
頂
に
達
し
た
。

　
〔

そ
の
衰
退
は
、
ニ
ハ
世
紀
に
あ
ら
た
に
発
見
さ
れ
た
新
大
陸
な
ら
び
に
東
イ
ソ
ド
貿
場
か
ら
遮
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
し

こ
れ
を
転
機
に
、
い
ま
ま
で
都
市
行
政
を
主
導
し
た
遠
隔
地
商
人
に
か
わ
っ
て
拾
頭
し
て
き
た
絹
織
物
ツ
ソ
フ
ト
の
専
制
的
束
縛
こ

そ
が
そ
の
原
因
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
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ツ
ソ
フ
ト
は
郁
市
の
利
益
を
代
表
せ
ず
、
成
員
の
職
業
を
確
保
す
る
と
い
う
偏
狭
な
立
場
に
立
ち
、
な
に
よ
り
も
競
争
を
恐
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
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｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
－

そ
こ
で
、
一
五
八
五
年
ｏ
ア
ソ
ト
ウ
ユ
ル
ベ
ソ
陥
落
を
境
に
、
大
＾
に
流
入
し
て
米
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
亡
命
者
に
よ
る
新
技
術
導
入



と
・
か
れ
ら
に
よ
る
生
糸
の
輸
入
抄
に
た
い
し
・
は
げ
し
い
抑
圧
を
蓼
た
の
で
あ
る
。
二
一
一
〇
年
に
は
、
亡
命
者
の
流
入
に
よ

る
家
賃
と
消
費
財
価
格
の
騰
貴
を
理
由
に
、
か
れ
ら
を
暴
徒
と
激
し
く
非
難
し
、
一
一
年
に
、
か
れ
ら
の
礼
拝
式
と
小
売
物
業
を
営
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

こ
と
を
禁
止
し
た
た
め
、
多
く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
が
周
辺
農
村
に
流
出
し
、
一
、
四
〇
〇
家
屋
が
空
屋
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
し
か
し
二
二
〇
年
戦
争
後
、
財
政
難
の
圧
迫
の
も
と
で
、
市
参
事
会
は
六
〇
年
に
プ
回
テ
ス
タ
ソ
ト
の
礼
拝
式
を
許
可
し
、
か
れ

ら
の
活
動
に
無
干
渉
の
立
場
を
と
っ
た
た
め
、
卸
売
業
、
委
託
運
送
業
を
通
じ
て
宴
を
蓄
積
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
が
絹
織
物
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

も
進
出
し
、
ヶ
ル
ソ
は
一
時
繁
栄
に
お
も
む
い
ね
。
も
と
よ
り
、
こ
の
事
態
は
絹
織
物
ツ
ソ
フ
ト
存
立
の
基
盤
を
脅
や
か
し
た
の
で
、

市
参
事
会
に
た
い
し
猛
烈
な
反
撃
を
加
え
、
一
七
二
二
年
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
が
委
託
運
送
業
を
営
む
こ
と
を
全
面
的
に
禁
止
し
、

つ
い
で
、
一
四
年
に
『
市
民
権
な
き
住
民
令
』
（
。
．
思
〆
蕩
◎
。
竃
◎
邑
昌
長
、
、
）
を
発
し
て
、
完
全
市
民
（
く
◎
旨
葦
ｏ
ｑ
雪
）
と
か
れ
ら
と
を

区
別
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
の
結
果
、
ア
ソ
ド
レ
ァ
家
を
は
じ
め
、
ヶ
ル
ソ
で
も
っ
と
も
富
裕
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
一
〇
家
族
が
、

信
仰
と
営
業
の
自
由
を
求
め
て
ミ
ュ
ー
ル
ハ
イ
ム
・
ア
ム
・
ラ
イ
ソ
に
移
住
し
、
ヶ
ル
ソ
の
商
業
取
引
高
は
年
に
五
万
フ
ロ
ー
リ
ソ

以
上
減
少
し
、
国
王
に
国
費
分
担
額
（
く
９
ユ
９
迂
§
易
Ｏ
巨
品
¢
）
の
軽
減
を
乞
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
と
と
も
に
、
絹
織
物
業
も
衰

　
　
　
　
　
弓

退
に
む
か
っ
畑
。
五
〇
年
に
ヶ
ル
ソ
の
レ
ー
ス
製
造
業
者
が
、
ヶ
ル
ソ
で
は
、
熟
練
労
働
者
に
よ
る
古
い
足
踏
み
と
羽
軸
（
弓
、
ま

戸
ｃ
ｏ
ｏ
轟
岸
竃
）
を
も
っ
た
、
　
い
わ
ゆ
る
『
簡
便
織
機
』
（
、
。
ぎ
昌
り
ｇ
昌
済
竃
ｏ
ｏ
巨
巨
、
、
）
を
使
州
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
ク
レ
フ

ェ
ル
ト
で
は
・
　
一
人
の
不
熟
練
労
働
者
に
よ
り
、
　
同
時
に
一
六
以
上
の
リ
ポ
ソ
が
生
産
で
き
る
リ
ポ
ソ
．
レ
ー
ス
．
ミ
ユ
ー
ル
織

機
（
霊
己
と
邑
Ｃ
Ｏ
Ｏ
ま
員
昌
亭
－
０
）
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
当
地
で
は
一
〇
〇
人
の
親
方
の
う
ち
三
人
し
か
働
い
て
い
な
い
と
歎

　
　
　
ｄ

　
　
　
０

い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
・
一
八
世
紀
に
ヶ
ル
ソ
は
い
ち
じ
る
し
く
衰
退
し
、
中
世
に
お
い
て
人
口
四
万
人
を
も
ち
、
西
ド
ィ
ッ
。
取
大
の

　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
一
、
営
業
の
白
由
』
の
前
提
条
件
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
四
三
　
（
七
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
　
（
七
八
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

都
市
を
誇
っ
て
い
た
も
の
が
、
一
八
世
紀
末
に
お
い
て
も
人
口
の
増
加
は
み
ら
れ
ず
、
当
時
の
状
況
を
目
撃
し
た
商
人
シ
ュ
ヌ
ル
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胸

「
都
市
は
汚
物
の
な
か
に
沈
み
、
街
路
に
は
乞
食
と
僧
侶
が
群
が
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
功

　
ア
ー
ヘ
ソ
は
一
四
世
紀
後
半
に
毛
織
物
業
を
中
心
に
繁
栄
の
絶
頂
に
達
し
た
。
こ
こ
で
の
ツ
ソ
フ
ト
は
、
ヶ
ル
ソ
の
ば
あ
い
と
異

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

な
り
　
羊
毛
．
毛
織
物
商
人
の
支
配
下
に
立
ち
、
　
内
外
の
競
争
を
排
除
す
る
た
め
厳
格
な
規
制
を
敷
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

情
の
も
と
で
、
　
一
五
世
紀
中
葉
、
　
市
の
財
政
素
乱
に
端
を
発
し
た
間
屋
商
人
、
ツ
ソ
フ
ト
問
の
闘
争
が
衰
退
の
篤
一
歩
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
決
定
的
な
原
因
は
、
ヶ
ル
ソ
の
ぱ
あ
い
と
同
じ
く
、
一
六
世
紀
後
半
に
生
じ
た
宗
教
的
混
乱
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
六
世
紀
初
頭
に
は
、
ア
ー
ヘ
ソ
の
毛
織
物
商
人
は
息
子
を
二
－
ダ
ー
・
ラ
ソ
ト
に
送
っ
て
技
術
を
修
得
さ
せ
、
熟
練
し
た
プ
ロ
テ
ス

タ
ソ
ト
織
布
工
を
誘
致
・
厚
遇
し
て
い
た
が
、
世
紀
の
後
半
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
が
大
量
に
流
入
し
て
く
る
に
つ
れ
、
か
れ
ら
と
ア

ー
ヘ
ソ
．
ヵ
ト
リ
ツ
ク
と
の
対
立
が
激
化
し
て
き
た
。
一
五
五
二
年
、
プ
艀
テ
ス
タ
ソ
ト
の
採
用
を
拒
否
し
た
毛
織
物
ツ
ソ
フ
ト
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

こ
○
事
態
を
利
用
し
て
ま
す
ま
す
圧
迫
を
強
め
、
ニ
ハ
一
七
年
に
は
す
べ
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
を
都
市
か
ら
追
放
し
た
。
追
放
さ

れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
の
な
か
に
は
、
多
く
の
有
能
な
商
人
が
含
ま
れ
、
ア
ー
ヘ
ソ
周
辺
の
ツ
ソ
フ
ト
か
ら
自
由
な
村
六
に
定
住
し
、

以
前
か
ら
こ
の
地
方
で
農
村
刷
業
と
し
て
営
ま
れ
て
い
た
粗
質
の
毛
織
物
生
産
を
把
握
し
、
一
八
世
紀
に
は
国
際
的
名
声
を
え
た
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
的

織
物
都
市
が
族
生
し
た
♂

　
こ
れ
に
た
い
し
、
毛
織
物
ツ
ソ
フ
ト
は
、
長
い
闘
争
の
の
ち
、
ニ
ハ
九
〇
年
に
ふ
た
た
び
毛
織
物
商
人
の
も
と
に
屈
服
し
、
こ
れ

と
ひ
き
か
え
に
、
以
前
の
ツ
ソ
フ
ト
規
制
を
守
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
緒
呆
、
ツ
ソ
フ
ト
の
内
部
は
腐
敗
し
、
一
八
世
紀
初
頭
、

僅
か
二
人
の
親
方
と
一
人
の
職
人
し
か
働
い
て
い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
一
四
世
紀
に
お
け
る
四
万
人
の
人
口
は
、
一
八
世
紀
末
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

は
二
五
、
○
○
○
人
に
減
少
し
、
街
路
に
乞
食
が
澄
れ
て
い
た
と
い
う
。



　
一
七
八
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
率
直
な
る
諸
観
察
』
　
（
。
、
司
昌
昌
鼻
巨
ｏ
ｑ
ｏ
団
９
§
ｏ
睾
旨
ｏ
ｑ
。
．
）
の
匿
名
の
著
者
は
、
ア
ー
ヘ
ソ
と
そ

の
周
辺
農
村
を
比
較
し
て
、
ア
ー
ヘ
ソ
衰
退
の
原
因
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
　
「
ブ
ル
ト
シ
ャ
ィ
ド
、
モ
ソ
シ
ャ
ゥ
、
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

エ
ル
フ
ィ
ー
ル
ズ
、
フ
ァ
ー
ル
ス
、
リ
ム
ブ
ル
ク
周
辺
の
す
べ
て
の
工
業
的
農
村
に
は
自
由
が
支
配
し
て
い
た
。
毛
織
物
商
人
は
、

か
れ
自
身
の
建
物
で
、
か
れ
が
欲
す
る
だ
け
の
織
機
を
働
か
せ
、
仕
事
が
必
要
と
す
る
だ
け
の
勢
毛
工
を
自
分
の
仕
事
場
に
雇
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

た
。
…
…
こ
れ
に
た
い
し
、
か
の
皇
帝
に
よ
り
自
由
を
与
え
ら
れ
た
帝
国
直
属
都
市
で
は
、
す
べ
て
の
工
業
か
ら
翼
を
も
ぎ
と
る
非

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

常
に
不
利
な
ツ
ソ
フ
ト
強
制
が
支
配
し
て
お
り
、
最
良
の
天
才
か
ら
す
ら
も
上
昇
し
よ
う
と
す
る
努
力
を
奪
い
と
っ
た
。
と
い
う
の

は
、
ツ
ソ
フ
ト
が
、
か
れ
の
仕
事
の
比
較
的
大
き
な
収
益
を
喜
ば
ず
、
伝
統
と
無
知
の
同
じ
歩
み
を
保
持
す
る
こ
と
を
強
制
し
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切

ら
で
あ
る
」
（
傍
点
－
引
用
者
）
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
以
上
の
よ
う
に
、
ヶ
ル
ソ
と
ア
ー
ヘ
ソ
は
、
前
者
が
ツ
ソ
フ
ト
の
直
接
的
支
配
の
も
と
に
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
後
者
が
間
屋
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

人
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
い
う
相
違
を
も
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
と
も
に
ツ
ソ
フ
ト
強
制
の
強
い
束
縛
を
保
持
し
、
一
八
世
紀
に
は
い

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ち
じ
る
し
い
衰
退
に
陥
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
衰
退
を
ひ
き
起
し
た
原
因
と
し
て
、
ツ
ソ
フ
ト
強
制
と
と
も
に
、
農
村
に
お
け
る
常

、
　
　
、
　
　
■
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

業
の
白
由
と
い
う
客
観
的
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
中
世
都
市
か
ら
の
有
能
な
商
人
、
千
工
業
者
の
流
出
を

可
能
に
し
た
条
件
が
こ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
〕
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
Ｄ
　
農
村
内
部
に
お
け
る
杜
会
的
分
業
の
展
開
と
局
地
的
市
場
圏
の
形
成
、
す
な
わ
ち
自
然
経
済
に
立
脚
す
る
農
民
の
、
農
工
未

　
〔

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

分
離
の
形
で
の
商
品
生
産
者
へ
の
移
行
〔
ｕ
小
商
品
生
産
者
層
の
一
般
的
成
立
〕
は
、
ツ
ソ
フ
ト
強
制
の
復
活
を
許
さ
ず
、
逆
に
そ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
を
掘
り
崩
し
て
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
を
つ
く
り
だ
す
歴
史
的
意
義
を
も
っ
て
い
た
。
一
七
九
三
年
に
、
Ｅ
・
Ｆ
・
ヴ
ィ

ー
ベ
キ
ソ
グ
は
、
　
「
す
べ
て
の
ク
ー
ル
・
フ
ァ
ル
ッ
諸
領
邦
の
な
か
で
、
ベ
ル
ク
公
国
が
最
高
の
繁
栄
段
階
に
達
し
て
い
る
よ
う
に

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
ｄ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
四
五
　
（
七
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
一
四
六
　
（
七
八
四
）

思
わ
れ
た
。
こ
こ
で
の
一
般
的
裕
福
は
、
取
引
自
由
（
串
彗
邑
；
暢
守
¢
学
¢
５
と
、
そ
の
う
え
に
う
ち
た
て
ら
れ
た
製
造
業
か
ら
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

じ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
ベ
ル
ク
に
限
ら
ず
、
二
ー
ダ
ー
・
ラ
ィ
ソ
や
ア
ー
ヘ
ソ
附
近
に
お

い
て
も
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
実
に
着
目
す
る
と
き
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
経
済
生
活
を
衰
退
の
時
期
と

特
徴
づ
け
る
説
は
、
そ
の
正
鵠
を
失
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
○
○
　
旨
一
団
ｐ
Ｈ
片
プ
ｐ
自
ｏ
ｏ
ｏ
Ｐ
Ｏ
０
Ｈ
声
目
涼
弐
¢
ｏ
ｑ
目
ｏ
ｏ
考
一
〇
〇
．
Ｈ
仁
Ｎ
～
Ｈ
ト
ｏ
◎
一
オ
一
〇
一
曽
¢
箏
｛
¢
易
◎
Ｐ
Ｐ
苧
Ｏ
．
勺
勺
一
〇
〇
〇
◎
～
ｏ
◎
〇
一

　
＠
　
　
く
ｏ
ｑ
一
一
一
口
．
Ｏ
Ｈ
ｏ
ｏ
目
－
９
一
９
．
○
．
Ｏ
ｏ
．
Ｈ
］
１
◎
～
］
．
杜
ｏ
ｏ
．

　
ゆ
古
い
間
接
税
制
度
導
入
の
困
難
は
、
一
八
世
紀
に
ラ
イ
ソ
地
方
で
籏
生
し
た
農
村
に
お
け
る
商
工
業
集
落
が
、
中
世
都
市
土
は
ま
っ
た
く
異
っ

　
　
た
形
態
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
中
世
都
市
の
特
徴
は
城
壁
と
門
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
防
衛
の
た
め
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
も
、
む
し
ろ
城
門
に
お
け
る
問
接
税
徴
収
を
便
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
し
か
し
、
一
八
世
紀
に
興
隆
し
て
ぎ
た
各
地
の
商
工
業
集
落
は
城
壁
も
門
も
備
え
て
い
た
か
っ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
一
七
世
紀
中
葉
の
五

　
　
〇
〇
人
の
人
口
か
ら
、
フ
ラ
ソ
ス
侵
入
時
に
は
七
〇
〇
〇
人
の
人
口
に
増
大
し
た
ク
レ
フ
ヱ
ル
ト
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
レ
フ
ヱ
ル
ト
は

　
　
ラ
イ
ェ
ソ
家
の
絹
織
物
業
発
展
と
と
も
に
急
速
に
膨
脹
し
、
一
八
世
紀
に
五
度
の
都
市
拡
張
を
行
な
い
、
と
り
わ
げ
六
六
年
の
拡
張
で
、
ほ
ぽ
今

　
　
日
の
外
貌
を
整
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
五
度
の
拡
張
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
は
城
壁
も
門
も
備
え
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
　
一
八
世
紀
に
ラ
イ
ソ
地
方
各
地
に
お
い
て
興
隆
し
た
商
工
業
集
落
は
、
中
世
都
市
と
ま
っ
た
く
異
っ
た
形
態
を
も
ち
、
こ
の
点

　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
か
ら
も
間
接
税
制
度
の
実
施
を
困
難
に
し
た
の
で
お
る
（
零
旨
Ｏ
宍
畠
ぎ
一
冒
Ｏ
｝
９
目
一
。
。
争
昌
Ｏ
Ｏ
＄
睾
Ｏ
・
｛
Ｐ
○
易
Ｏ
プ
ー
Ｏ
罵
０
ら
霧
屍
プ
９
〒

　
　
巨
目
ら
窃
．
吋
Ｐ
Ｈ
Ｈ
．
ｏ
〇
一
Ｈ
◎
岬
一
｝
一
〇
一
〇
〇
〇
プ
９
一
Ｕ
－
ｏ
『
戸
穴
．
！
く
巨
守
牡
プ
一
ｐ
一
Ｐ
Ｏ
．
ｏ
〇
一
心
ｏ
ｇ
ｏ
ｎ
．
Ｎ
べ
－
．
○
〇
一
Ｎ
０
ｏ
〇
一
曽
．
巾
９
『
片
プ
ｐ
自
ｏ
ｏ
ｏ
Ｐ
－
）
¢
『
声
仁
床
弐
¢
ｏ
ｑ

　
　
易
≠
ｏ
。
．
Ｈ
震
～
Ｈ
軍
）
。

↑
○
　
く
ｏ
ｑ
Ｈ
一
射
げ
９
巳
ｐ
目
ら
ｏ
。
｝
ｐ
目
ら
奉
０
Ｈ
斤
ｏ
〇
一
心
◎
◎
ト
～
Ｎ
０
ｏ
ｍ
．

　
伺
　
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
一
般
杜
会
経
済
史
要
論
』
上
巻
、
黒
正
・
脊
山
共
訳
、
頁
二
七
一
～
二
七
六
。

　
ゆ
－
．
｝
・
屋
彗
一
〇
嘉
芹
婁
＜
；
ン
Ｈ
２
雰
彗
．
望
．
Ｈ
．
０
。
．
ド

　
い
　
く
．
吋
彗
５
事
島
ｏ
ｐ
】
）
Ｑ
『
＞
目
涼
庄
ｏ
ｏ
ｑ
易
考
．
ｏ
ｏ
．
Ｈ
お
．
Ｑ
○
．
Ｈ
零
‘
ナ
ポ
レ
オ
ソ
の
ラ
イ
ソ
侵
入
と
と
も
に
、
ラ
イ
ソ
左
津
は
フ
ラ
ソ
ス
傾
に
、
木

　
　
岸
は
ベ
ル
ク
大
公
国
に
統
合
さ
れ
、
小
領
邦
制
が
揚
棄
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
容
易
に
小
領
邦
制
が
揚
棄
さ
れ
え
た
理
由
の
一
端
が
こ
の
箏
例



か
ら
窺
え
る
こ
と
に
注
意
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
一
ベ
ル
ク
に
お
け
る
領
邦
都
市
は
、
ユ
ー
リ
ツ
ヒ
に
お
け
る
、
ユ
ー
リ
ッ
ヒ
、
デ
ュ
レ
ソ
、
、
、
、
ユ
ソ
ス
タ
ー
．
ア
イ
フ
ェ
ル
、
オ

ィ
ス
キ
ル
ヘ
ソ
と
、
ベ
ル
ク
に
お
げ
る
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
（
首
都
）
、
　
ラ
ー
テ
ィ
ソ
ゲ
ソ
、
レ
ソ
ネ
ヅ
プ
、
ヴ
ィ
ツ
パ
ー
フ
ユ
ル
ト
の
八
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ソ
ト
タ
ー
ク

市
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
都
市
の
み
が
邦
議
会
へ
の
代
表
（
ｏ
ｏ
註
己
ｏ
）
を
選
出
し
、
政
治
に
関
与
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
た
（
声
９
８
ｐ
簑
・
２

０
．
○
○
．
－
．
声
｝
實
庁
罫
豪
昌
二
）
¢
Ｈ
＞
自
沫
弐
晶
豪
ミ
．
ｏ
ｏ
．
ま
ｏ
。
．
）
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
一
八
世
紀
に
農
村
に
お
け
る
杜
会
的
分
業
の
展

開
を
基
礎
に
、
あ
ら
た
に
拾
頭
し
て
き
た
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
、
バ
ル
メ
ソ
、
ラ
ィ
ト
、
グ
ラ
ー
ド
バ
ツ
ハ
、
ゾ
ー
リ
ソ
ゲ
ソ
、
レ
ム
シ
ャ
ィ
ド

等
に
対
比
し
て
、
古
い
ツ
ソ
フ
ト
規
制
に
支
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
い
ち
じ
る
し
い
衰
退
を
示
し
、
ツ
ソ
ネ
ッ
プ
で
は
ツ
ソ
フ
ト
が
崩
壌
す
る
に

至
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
ら
都
市
か
ら
の
問
接
税
収
入
は
も
は
や
期
待
さ
れ
え
ず
、
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
の
都
市
か
ら
の
収
入
も
、
既
述
の

よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
地
租
に
依
存
し
、
そ
の
財
政
基
盤
は
い
ち
じ
る
し
く
狭
隆
化
さ
れ
て
い
た
（
く
ｏ
ｑ
－
・
甲
声
邑
Ｕ
－
ｐ
】
）
竃
■
ｏ
－
。
げ
自
己
２
¢

↓
胃
ま
○
ユ
彗
．
ｏ
ｏ
．
ミ
～
仁
ｏ
・
．
）
。
で
は
、
な
ぜ
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
は
、
こ
れ
ら
古
い
中
世
都
市
か
ら
、
農
村
で
の
杜
会
的
分
業
を
ふ
ま
え
て
、
あ
ら

た
に
拾
頭
し
て
き
た
前
期
的
商
人
に
、
そ
の
財
政
基
盤
を
移
行
さ
せ
え
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
農
村
に
お
げ
る
徴
税
方
法
を

考
察
す
る
ば
あ
い
明
ら
か
と
な
る
で
お
ろ
う
。

　
ユ
ー
リ
ヅ
ヒ
・
ベ
ル
ク
に
お
げ
る
行
政
機
構
は
第
七
表
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
　
一
七
世
紀
に
変
化
が
生
じ
、
従
来
騎
士
身
分
（
室
津
、
、
．

巨
ま
ｏ
ｑ
６
）
を
条
件
に
任
命
さ
れ
た
管
区
長
の
地
位
が
低
下
し
、
か
わ
っ
て
フ
ォ
ー
ク
ト
の
手
に
裁
判
、
財
政
の
両
権
が
移
行
し
、
そ
の
任
命
条

件
が
身
分
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
管
区
へ
の
租
税
割
当
額
が
た
と
え
全
額
徴
収
さ
れ
え
な
か
っ
た
ぱ
あ
い
に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
一
時
的
に
負
担

で
ぎ
る
大
ぎ
な
資
金
と
信
用
を
も
っ
者
へ
と
変
化
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
租
税
割
当
額
は
、
中
央
で
は
土
地
台
帳
に
も
と
ず
き
各
管
区
に
た
い
す
る

額
の
み
を
決
定
し
、
っ
い
で
各
管
区
で
各
村
落
へ
の
割
当
額
を
、
最
後
に
各
村
落
で
各
個
人
へ
の
額
を
決
定
す
る
と
い
う
方
法
で
決
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、

そ
し
て
、
租
税
徴
収
は
、
フ
ォ
ー
ク
ト
が
各
村
落
に
あ
ら
か
じ
め
巡
回
目
を
告
知
し
、
そ
の
日
に
自
ら
が
村
落
を
訪
れ
、
村
民
が
個
人
、
個
人
で

７
、
小
い
ハ
ト
い
も
払
グ
ム
い
プ
弘
丸
で
な
さ
れ
、
　
一
七
世
紀
末
以
来
各
村
落
に
租
税
請
負
人
を
お
い
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う

（
く
。
・
一
．
声
９
・
昌
し
；
．
○
．
・
。
．
一
旨
～
嚢
・
）
。

　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、

　
以
上
の
徴
税
方
法
か
ら
明
瞭
な
こ
と
は
、
あ
た
ら
し
い
前
期
的
商
人
に
よ
る
村
落
支
配
の
た
め
の
必
須
条
件
で
お
る
村
落
共
同
体
規
制
が
、
一

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
　
　
　
…
　
　
、
　
・
　
、
　
・
　
・
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
一
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

八
世
紀
に
お
い
て
は
、
す
で
に
か
れ
ら
の
村
落
支
配
を
許
さ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
が
行
政
の
末
端
機
構
と
し
て
か
れ
ら
を
利
用
し

か
か
い
か
巾
い
淋
齢
い
ズ
い
わ
－
ピ
小
か
か
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
、
散
居
制
ゆ
え
に
も
と
も
と
耕
作
強
制
を
欠
ぎ
、
共
同
体
規
制
が
弱

　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
ｅ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
四
七
　
（
七
八
五
）



立
命
鯨
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
五
号
）

　
か
っ
た
と
い
う
ラ
ィ
ソ
地
方
の
特
殊
性
に
く
わ
え
て
、
一
八
世
紀
に
お
げ
る
農
業
革
命
の
進
展

　
と
農
村
内
部
で
の
杜
会
的
分
業
の
展
開
が
、
中
世
都
市
を
衰
退
せ
し
め
た
の
み
で
た
く
、
農
村

　
に
お
い
て
こ
の
分
業
を
ふ
ま
え
て
あ
ら
た
に
拾
頭
し
て
く
る
前
期
的
商
人
の
村
落
支
配
を
も
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
さ
な
い
ほ
ど
に
共
同
体
規
制
を
弛
緩
せ
し
め
、
小
領
邦
の
基
盤
を
い
ち
じ
る
し
く
脆
弱
な
も
の

　
と
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

ゆ
　
　
一
四
～
一
五
世
紀
に
ヶ
ル
ソ
は
『
ド
ィ
ツ
の
絹
都
市
』
と
呼
ば
れ
、
ニ
ュ
ー
ル
ソ
ベ
ル
ク
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
ヒ
ス
タ
ー
ク

　
と
も
に
、
租
税
徴
収
額
で
先
頭
に
た
ち
、
帝
国
議
会
に
お
け
る
都
市
集
団
の
代
表
（
く
ｏ
易
岸
Ｎ
）

　
に
な
っ
て
い
た
（
曽
．
Ｏ
．
○
ｏ
ｏ
プ
９
９
睾
戸
宍
．
名
巨
守
黒
Ｆ
曽
．
Ｐ
○
．
○
○
．
ｏ
～
Ｈ
◎
．
○
ｏ
．
竃
．
）
。

ゆ
　
ツ
ソ
フ
ト
は
、
な
に
よ
り
も
競
争
を
怖
れ
、
親
方
数
の
制
限
、
各
親
方
あ
た
り
の
職
人
、
徒

　
弟
数
を
各
二
名
、
織
機
台
数
制
限
等
の
厳
格
な
規
制
を
敷
き
、
成
員
間
の
平
等
を
維
持
し
よ
う

　
と
し
た
（
』
．
旨
・
ｏ
－
鶉
ｏ
箏
目
目
ｑ
＞
・
旨
９
ｏ
〆
窃
一
■
〇
一
８
箏
ｏ
自
ら
４
く
¢
げ
¢
戸
団
｛
巨
實
ｐ
自
ｏ
．
ｑ
睾
＜
實
１

　
。
・
竃
。
・
彗
ぎ
岸
自
易
雪
彗
邑
・
ｑ
睾
｝
９
箏
ぎ
｝
彗
鶉
ぎ
竿
Ｈ
竃
Ｏ
．
Ｏ
。
．
・
。
－
三
。
。
心
．
）
。

ｏ
◎
　
ケ
ル
ソ
は
六
〇
年
代
よ
り
宗
教
的
亡
命
者
の
逃
避
場
所
の
観
を
呈
し
た
。
と
く
に
、
七
〇
年

　
に
は
一
、
○
○
○
人
以
上
の
二
ー
ダ
ー
ニ
フ
ソ
ト
人
が
流
入
し
（
声
Ｏ
．
○
ｏ
９
９
巨
實
戸
宍
．

　
奉
昌
守
牡
戸
ｐ
．
Ｐ
○
．
ｏ
○
．
旨
）
、
さ
ら
に
、
七
八
年
か
ら
八
五
年
に
か
け
て
多
数
の
イ
タ
リ
ー

　
人
が
亡
命
し
て
ぎ
た
（
』
畠
毛
プ
〆
自
弄
Ｏ
プ
實
一
と
后
¢
昌
巴
烏
オ
宇
蒜
争
巴
蒜
Ｏ
ｑ
塞
Ｏ
げ
－
Ｏ
軍
Ｏ
ら
婁

　
レ
睾
箒
邑
箒
冨
昌
ｑ
宗
『
オ
ｏ
旨
９
け
．
巾
ｐ
ｐ
Ｈ
竃
ｏ
。
．
○
ｎ
』
蜆
ｏ
）
。

帥
　
六
二
年
に
市
参
事
会
が
、
Ｗ
・
レ
ー
ジ
ソ
ガ
ー
の
発
明
し
た
紡
車
（
Ｎ
乏
・
；
ぎ
）
の
使
川
を

　
許
可
し
た
の
に
た
い
し
、
た
だ
ち
に
ツ
ソ
フ
ト
が
圧
力
を
か
け
て
そ
の
使
川
を
禁
止
さ
せ
、
ま

　
た
、
イ
タ
リ
ー
人
Ａ
・
ス
ピ
リ
タ
ロ
の
新
技
術
導
入
の
試
み
を
も
失
敗
さ
せ
た
（
甲
Ｏ
．

　
○
Ｏ
争
９
巨
零
戸
宍
．
／
く
一
…
『
Ｐ
身
Ｐ
Ｐ
○
．
○
。
．
鼻
）
。

ゆ
　
一
万
八
九
年
か
ら
九
四
年
ま
で
に
ヶ
ル
ソ
に
輪
入
さ
れ
、
そ
こ
で
加
工
、
淡
色
さ
れ
た
小
糸

　
は
七
三
八
ｘ
バ
レ
ソ
で
お
っ
た
、
そ
の
う
お
、
八
人
の
地
元
商
人
が
八
二
×
バ
レ
ソ
を
輪
入
、

構機政行るけおにクルベ
●

ヒツリ
一ユ表七第

一
四
八
　
（
七
八
六
）

構機僚官劃区政行

箏
＾
ノ
　
の

晦
鮮
鵬

椚
一
は

黒
工
ｅ
・
↓

篶
鯉
鴛

胴
瓜
Ｋ
ｍ
｛
ｍ

吋
吋
事

　
　
　
　
　
吏

岨
　
官
　
官

半
　
　
政

　
　
　
　
　
半

裁
　
　
財

十
　
裁

　
　
↓
　
　
↓

　
の
　
　
↓

　
　
汕
　
　
比

伽
　
飾

　
ｈ
　
叱

　
到
　
爪

鮒
　
鞭

　
　
　
　
）
一

　
　
　
　
ｄ

　
　
　
　
　
ｎ

　
　
　
　
Ｏ
ｅ
ｅ

　
　
　
　
　
＋
～
１

　
　
　
　
ｅ
ｆ
　
ｃ

　
　
　
　
血
ｈ
．
ｗ

　
り
　
．
釧
・
。
ｈ

　
ｍ
　
ｍ
ｍ
．
ｍ

　
Ａ
　
　
Ｇ
Ｈ
Ｋ

　
（
　
　
　
　
（

　
一
×
一
　
　
落

　
　
　
↓

　
守
　
　
　
村

　
１

）
ｒｅｂ

・
１
■

ｅｒｈＣＳｔｄａｔＳ（記書市

）
ｒｅｔＳ

．
釧

ｍ砒爬血仇Ｇ吏税収｛
↓

｝
）

ｒｅｔＳ
．
釦

ｍ趾昭別（
長け１

）砒Ｒ（会事参

）ｔｄａｔＳ（
’
ｊ

芒
一
‘

に汽）

９
］

（



　
加
工
し
た
の
に
た
い
し
、
二
八
人
の
亡
命
者
商
人
は
六
五
六
バ
レ
ソ
を
輸
入
し
、
加
工
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
と
後
者
の
一
人
当
り
平
均
輸

　
入
、
加
工
量
の
比
は
一
〇
対
二
三
で
お
っ
た
（
日
Ｕ
亭
ｏ
ｏ
・
お
）
。

坤
　
Ｈ
げ
巨
一
〇
〇
一
Ｈ
０
～
Ｈ
べ
一

（

功
　
日
Ｕ
巨
一
ｃ
ｏ
．
Ｈ
ｏ
◎
～
Ｈ
〇
一

嶋
　
日
Ｕ
己
．
ｏ
〇
一
８

均
　
Ｈ
げ
己
．
ｏ
〇
一
－
べ
～
Ｈ
ｏ
◎
一
ｃ
〇
一
Ｎ
閉

¢
つ
　
＞
．
オ
オ
冒
９
ｏ
ｑ
｝
竃
。
・
一
２
．
ｐ
○
．
ｏ
ｏ
．
ｏ
０
Ｈ
◎
．
ｏ
○
・
ま
９

胸
　
』
．
穴
邑
〆
９
彗
一
ｐ
．
ｐ
○
．
団
ｏ
．
目
．
ｏ
ｏ
．
畠
－
．
な
お
、
ケ
ル
ソ
は
、
一
九
世
紀
に
入
り
、
信
仰
と
営
業
の
自
由
の
も
と
に
二
－
ダ
ー
．
ラ
イ
ソ

　
の
ブ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
が
多
数
流
入
し
、
金
融
業
を
中
心
に
繁
栄
を
と
り
も
ど
し
た
。
ヶ
ル
ソ
運
送
業
老
と
し
て
巨
大
な
富
を
蓄
積
し
、
の
ち
に
金

　
融
業
に
転
じ
た
Ａ
・
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ソ
（
＞
げ
鼻
訂
旨
ｏ
ｏ
９
§
印
罫
畠
昌
）
が
、
産
業
革
命
の
進
展
に
よ
る
工
業
信
用
拡
大
の
要
求
に
も
と
ず
き
、

　
一
、
三
月
革
命
」
の
さ
た
か
に
、
固
定
資
本
の
た
め
の
信
用
を
媒
介
す
る
お
の
特
殊
ド
ィ
ツ
的
銀
行
型
の
端
緒
と
た
っ
て
い
る
（
大
野
英
二
『
ド
ィ

　
ッ
金
融
資
本
成
立
史
論
』
頁
八
以
下
参
照
）
。

蝸
　
ア
ー
ヘ
ソ
は
、
全
ド
ィ
ツ
に
た
い
す
る
羊
毛
の
互
市
場
（
ｏ
ｏ
ざ
潟
与
５
ぎ
）
で
あ
り
、
　
ス
ペ
ィ
ソ
産
の
羊
毛
を
用
い
て
生
産
さ
れ
た
上
質
毛
織

　
物
は
、
　
ヨ
ー
回
ツ
パ
各
地
に
輸
出
さ
れ
、
　
二
二
八
七
年
に
は
ヴ
ユ
ニ
ス
と
ア
ソ
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ソ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
『
ド
ィ
ツ
の
家
』
（
．
．
Ｈ
２
蒜
．

　
９
竃
ぎ
易
二
）
、
『
ア
ー
ヘ
ソ
の
家
』
（
．
．
｝
９
易
く
◎
自
声
８
｝
彗
．
．
）
と
呼
ば
れ
、
ア
ー
ヘ
ソ
商
人
の
滞
在
地
を
も
か
ね
た
立
派
な
倉
庫
が
建
て
ら

　
れ
た
（
＞
．
↓
プ
自
Ｐ
曽
．
Ｐ
○
．
弓
プ
９
一
Ｈ
．
ｍ
一
．
Ｈ
Ｈ
．
戸
オ
宇
冒
巨
Ｏ
ｑ
ブ
曹
易
一
Ｐ
一
Ｐ
．
○
．
Ｏ
Ｏ
・
０
０
◎
べ
・
－
易
９
Ｕ
Ｐ
げ
昌
０
目
一
〇
富
声
き
プ
Ｏ
目
實
弓
目
Ｏ
｝
０
ｑ
¢
考
¢
Ｈ
げ
０

麦
・
；
穿
宗
婁
峯
喜
・
プ
旨
宥
芦
里
箏
墨
ぎ
。
・
豊
・
峯
詮
争
・
茅
。
・
馨
巨
・
葦
・
掌
・
。
茎
汁
ぎ
・
ぎ
二
§
・
・
。
・
名
～
蜆
Ｈ
・
）
。

的
　
　
＞
一
↓
プ
目
目
一
Ｐ
一
ｐ
一
〇
一
弓
げ
ｏ
－
－
一
〇
〇
一
］
ｂ
～
Ｈ
ｏ
ｏ
．
］
。
．
】
）
Ｐ
｝
昌
ｂ
■
Ｐ
．
Ｐ
○
・
Ｏ
Ｏ
・
ｏ
◎
・
Ｏ
○
・
ｏ
卜
Ｏ
ｏ
・
ｏ
◎
◎
～
ｏ
＠
・
Ｏ
Ｈ
曾
旨
ｏ
箏
ｏ
ｏ
団
『
’
ｏ
〆
目
¢
■
】
）
ざ
／
＜
庁
汁
ｏ
ｏ
．

　
。
弄
津
｛
蟹
ぎ
争
彗
胃
寄
自
昌
・
。
。
旨
奪
び
９
◎
邑
Ｏ
§
雰
昌
・
区
・
；
。
・
旨
。
・
ｑ
彗
冒
姜
目
ｑ
易
ま
・
．
岩
軍
・
。
．
琴

刎
　
＞
．
Ｈ
巨
ｐ
ｐ
．
ｐ
．
○
．
弓
ぎ
－
Ｈ
．
ｏ
ｏ
．
ｃ
。
．
ｏ
ｏ
．
Ｈ
◎
二
．
Ｕ
争
冒
ｏ
ｐ
ｐ
．
ｐ
．
○
・
○
ｏ
・
畠
～
ら
・

ゆ
　
官
吏
は
租
税
徴
収
の
さ
い
詐
歎
を
働
き
、
徴
収
し
た
間
接
税
を
浮
貸
し
し
、
俸
給
で
満
足
せ
ず
、
副
収
入
で
當
ん
だ
と
い
わ
れ
る
（
＞
・
↓
ぎ
戸

　
ｐ
２
．
○
．
Ｈ
プ
９
－
Ｈ
一
〇
〇
．
冨
．
）
。

的
　
そ
の
最
大
の
も
の
は
一
四
二
八
年
の
暴
動
で
あ
る
。
こ
の
暴
動
は
、
あ
ら
た
に
直
接
税
を
徴
収
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
。
繊
布
工

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
ｅ
（
川
本
）
　
　
　
　
一
四
九
　
（
七
八
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
五
号
）

一
五
〇
　
（
七
八
八
）

　
は
支
払
い
を
拒
否
し
、
あ
た
ら
し
い
市
参
事
会
を
設
置
し
て
財
政
監
査
を
要
求
し
、
従
来
の
市
参
事
会
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
手
工
業
親
方
と
官
吏

　
を
罷
免
し
、
都
市
貴
族
の
所
有
地
を
償
却
可
能
と
宣
言
し
て
、
多
く
の
場
合
没
収
し
た
。
こ
れ
は
都
市
に
お
げ
る
土
地
所
有
を
主
要
収
入
源
と
し

　
て
い
た
都
市
貴
族
の
経
済
基
盤
を
震
擦
さ
せ
た
の
で
、
か
れ
ら
は
周
辺
諸
侯
の
力
を
か
り
て
、
流
血
の
も
と
に
鎮
圧
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も

　
暴
動
は
た
え
ず
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
ニ
ハ
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
徐
六
に
制
度
が
変
化
し
、
ツ
ソ
フ
ト
は
市
参
事
会
に
代
表
を
送
る
よ
う
に
な

　
っ
た
（
＞
．
↓
｝
箏
Ｐ
ｐ
．
９
．
○
↓
｝
２
－
Ｈ
．
Ｏ
ｏ
．
Ｈ
ト
～
Ｈ
閉
．
－
一
］
）
ｐ
｝
昌
ｏ
貝
ｐ
．
箪
．
〇
一
〇
〇
一
べ
Ｈ
～
ｏ
◎
ｏ
．
Ｏ
．
団
Ｈ
冒
ｏ
吋
自
雪
一
ｐ
．
９
０
．
Ｏ
ｏ
～
ｏ
～
ｏ
ｏ
◎
．
）
。

鋤
　
＞
．
Ｈ
プ
昌
一
ｐ
蟹
．
○
．
弓
ぎ
－
Ｈ
．
○
ｏ
．
旨
．
ｏ
ｏ
．
Ｈ
ｃ
。
．
－
】
）
芋
冒
昌
一
曽
．
ｐ
．
○
．
ｏ
ｏ
．
ｏ
。
◎
２
◎
。
ｏ
。
．

鈎
　
ブ
ル
ト
シ
ヤ
ィ
ド
に
お
げ
る
、
教
皇
庁
枢
機
官
の
着
る
赤
い
毛
織
物
（
詳
。
・
８
詩
内
胃
畠
§
季
９
｝
）
の
卓
越
し
た
染
色
で
知
ら
れ
た
メ
ソ
ノ

　
ー
派
の
レ
ー
ヴ
ェ
ニ
ッ
ヒ
家
。
製
離
、
染
色
、
前
刀
毛
の
仕
上
げ
工
程
を
統
一
し
て
い
た
ル
ッ
タ
ー
派
の
バ
ス
ト
ー
ル
家
。
フ
ァ
ー
ル
ス
に
お
げ
る
、

　
広
大
な
製
造
設
備
を
も
ち
、
そ
の
財
産
が
五
〇
万
ラ
イ
ヒ
ス
タ
ー
ラ
ー
に
の
ぽ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ル
ッ
タ
ー
派
の
ク
レ
ー
ル
モ
ソ
ト
家
。
モ
ソ
シ

　
ャ
ウ
に
お
け
る
、
の
ち
に
考
察
す
る
シ
ャ
ィ
ブ
ラ
ー
家
等
が
そ
れ
で
あ
る
（
－
吋
竃
ぎ
冒
一
ｐ
一
ｐ
．
Ｏ
．
ｏ
ｏ
．
ミ
◎
．
Ｏ
．
国
；
鼻
毒
■
９
．
苧
○
．
ｏ
ｏ
．

。
。
Ｈ
と
ト
声
雰
寿
臣
易
賃
ｂ
彗
ぎ
奉
屠
易
≠
・
。
．
曇
二
岬
ド
ｑ
婁
．
一
。
。
茸
き
事
・
婁
・
蓉
罫
｛
邑
彗
巨
轟
易
考
．
・
。
．
Ｈ
・
。
・
。
～
嚢
．
）
。

的
　
＞
一
弓
げ
ｑ
Ｐ
９
．
ｐ
一
〇
．
↓
｝
ｏ
－
Ｈ
．
ｏ
ｏ
．
一
〇
こ
Ｈ
ｏ
◎
．
宰
一
オ
守
昌
巨
ｏ
ｑ
｝
ｐ
自
ｏ
〇
一
Ｐ
Ｐ
Ｏ
．
ｏ
ｏ
．
ト
ｏ
９
－
　
Ｕ
ｐ
｝
昌
¢
目
一
ｐ
．
ｐ
．
Ｏ
．
ｏ
ｏ
．
ｏ
◎
ｏ
◎
～
ｏ
◎
切
．
○
ｏ
．
ｏ
Ｈ
～
り
ｏ
ｏ
．

　
Ｏ
・
尉
『
自
ｏ
吋
箏
ｏ
■
Ｐ
顯
一
〇
．
○
ｏ
．
仁
ｍ
一
　
曽
一
吋
ｐ
『
庁
ブ
Ｐ
自
ｏ
ｏ
ｏ
貝
Ｕ
０
Ｈ
＞
■
涼
弐
ｏ
ｏ
ｑ
臼
ｏ
ｏ
考
．
○
ｏ
．
一
ト
ｏ
～
］
１
仰
◎
．
｛
ｏ
『
ｏ
ｏ
二
〇
〇
汁
ｐ
ｐ
庄
げ
｝
ｏ
事
オ
汁
ｏ
ｏ
ｏ
｝
９
津
ｏ
ｏ
－
ｏ
箏
庁
自
箏
ｏ
ｑ

　
易
手
○
ｏ
Ｌ
・
。
べ
～
Ｈ
・
。
ｏ
。
．
な
お
、
ア
ー
ヘ
ソ
が
一
七
九
八
年
三
月
二
六
目
に
フ
ラ
ソ
ス
領
と
な
っ
て
以
後
、
　
ナ
ポ
レ
オ
ソ
に
よ
る
一
連
の
ブ
ル
ジ
ョ

　
ァ
的
改
革
に
よ
り
、
ツ
ソ
フ
ト
は
完
全
に
廃
止
さ
れ
、
く
わ
え
て
内
国
関
税
撤
廃
に
よ
り
フ
ラ
ソ
ス
市
場
へ
の
販
売
が
自
由
と
な
り
、
毛
織
物
業

　
は
ふ
た
た
び
高
度
の
繁
栄
に
む
か
っ
た
。
一
八
〇
二
年
に
お
け
る
二
六
、
○
○
○
人
の
人
口
は
、
一
八
〇
四
年
に
は
二
七
、
○
○
○
人
に
達
し
、

　
毛
織
物
製
品
の
輸
出
額
も
、
一
七
八
四
年
の
五
五
〇
万
フ
ラ
ソ
か
ら
一
八
ニ
ハ
年
に
は
九
〇
〇
万
７
ラ
ソ
に
上
昇
し
て
い
る
（
－
】
）
争
昌
竃
一
曽
．

　
串
○
．
ｏ
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